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特集「みやこんじょ学」のススメ
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― 私たちはふるさとのことを、どれだけ知っているのでしょうか？ ―

私たちが暮らす都城のことを見つめ直し、「都城らしさ」を再発見すること…それが「みやこんじょ学」。
◆

ふるさとの持つ魅力に気付き、それを誇りとして次の世代の子どもたちに伝えていくことが、
このまちと、このまちで暮らす人たちを元気にしていきます。

◆
「島津発祥の地」「農業算出額全国２位のまち※」「日本一星のきれいなまち」「木刀と竹弓の生産日本一」
など、全国に自慢できる、素晴らしい魅力と特色が備わっているまち、都城。

◆
これから定期的に掲載する「みやこんじょ学のススメ」では、
毎回テーマを決め、都城の魅力を市民の皆さんと一緒に再発見していきます。
今回は、最近話題に上ることの多い「都城と島津家のつながり」を見つめ直していきましょう。

※農林水産省の2006年農業産出額統計調査より

2008.3　2
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
効
果

で
今
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
島
津
家
。

そ
の
発
祥
の
地
が
都
城
で
あ
る
こ
と
を

何
と
な
く
は
知
っ
て
い
て
も
、
詳
し
い

歴
史
ま
で
語
れ
る
人
は
少
な
い
の
で

は
。

し
か
し
、
現
在
の
都
城
市
の
政
治
や
経

済
、
文
化
な
ど
は
、
島
津
家
と
の
か
か

わ
り
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
回
の
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
学

の
ス
ス
メ
」
で
は
、
意
外
と
知
ら
な
い

都
城
豆
知
識
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
一

問
一
答
形
式
で
都
城
と
島
津
家
の
つ
な

が
り
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
か
ら
約
1
、3
0
0
年
前
、
現
在
の

宮
崎
県
に
は
、
日
向
国
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
の
諸も

ろ
か
た
ぐ
ん

県
郡
に
属
し
て
い

た
都
城
に
は
、「
島
津
」
と
い
う「
駅
」
が

置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
平
安
時
代
の
史
料

な
ど
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
駅
名

が
最
も
古
い「
島
津
」
と
い
う
名
称
の
記

録
で
す
。

　

当
時
の
駅
と
は
、
奈
良
や
京
都
に
あ
っ

た
都
と
各
国
を
結
ぶ
道（
官
道
）
に
沿
っ

て
、約
16
㌔
ご
と
に
置
か
れ
て
い
た
施
設
。

こ
こ
に
は
馬
や
宿
泊
施
設
が
準
備
さ
れ
て

お
り
、
公
務
で
都
と
各
国
の
間
を
往
来
す

る
人
た
ち
を
支
援
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
島
津
駅
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
郡

元
周
辺
に
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
と
し
た
場
所

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
都
城

盆
地
の
ど
こ
か
に
眠
る
こ
の
島
津
駅
が
、

こ
の
後
、
日
本
最
大
の
荘
園
で
あ
る「
島

津
荘
」
の
成
立
と
、
島
津
家
発
祥
へ

と
つ
な
が
る

歴
史
の
出
発

点
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

島
津
家
発
祥
の
前
に
、ま
ず
は
そ
の
き
っ

か
け
と
な
る「
島
津
荘
」
の
成
立
ま
で
時

代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

神
柱
宮（
小
松
原
町
）
の
本
殿
横
に
建

つ
基も

と
は
し
ら柱

神
社
。
こ
こ
に
は
、
後
に
日
本
最

大
の
荘
園
と
な
る
島
津
荘
の
成
立
に
か
か

わ
っ
た
平

た
い
ら
の
す
え
も
と

季
基
の
木
像
が
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。大
宰
府
の
役
人
で
あ
っ
た
季
基
は
、

万
寿
年
間（
1
0
2
4
〜
1
0
2
8
）
に
、

「
無
主
の
荒
野
」
で
あ
っ
た
日
向
国
諸
県

郡
島
津
一
帯（
現
在
の
市
東
部
付
近
）
を

開
発
し
、
時
の
権
力
者
で
あ
っ
た
関か

ん
ぱ
く白

藤

原
頼よ

り
み
ち通

に
寄
進
し
ま
す
。
こ
れ
が
島
津
荘

の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

時
代
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
中
で
島
津
荘

は
拡
大
を
続
け
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
に

そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

元げ
ん
り
ゃ
く暦

2（
1
1
8
5
）
年
、
源
頼
朝
が

日
向
・
大
隅
・
薩
摩
三
国
の
約
半
分
を
占

め
て
い
た
島
津
荘
を
管
理
す
る
下げ

す司
職し

き

・

惣そ
う
じ
と
う

地
頭
に
惟こ

れ
む
ね
た
だ
ひ
さ

宗
忠
久
を
任
命
し
ま
す
。
忠

久
は
島
津
荘
の
中
心
地
で
あ
っ
た
島
津
院

に
祝い

わ
よ
し
ご
し
ょ

吉
御
所
を
構
え
る
と
と
も
に
、
地
名

か
ら
姓
を
「
島
津
」
に
改
め
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
都
城
市
が
島
津
家

発
祥
の
地
と
呼
ば
れ
る
由
縁
で
す
。

平季基公木像　制作年不詳
梅北町益貫に神柱宮を創建した季基
の木像として、曽於市末吉町橋野に
伝えられていた

県指定史跡　祝吉御所跡
惟宗忠久が島津荘を治めるため
に館を構えたと伝えられる場所。
現在は公園化され、「島津家発祥
の地」の石碑が建てられている

そ
も
そ
も「
島
津
」っ
て
、

地
名
な
の
？  

人
名
な
の
？

A
最
初
は
「
地
名
」
で
し
た
。

都
城
が
「
島
津
家
発
祥
の
地
」

と
い
わ
れ
る
理
由
は
？

島
津
家
初
代
と
な
る
惟こ

れ
む
ね宗

忠た
だ
ひ
さ久

が
源
頼
朝
か
ら
島
津
荘

を
管
理
す
る
役
職
に
任
命
さ

れ
、
任
地
の
地
名
か
ら
姓
を

島
津
に
改
め
た
こ
と
に
由
来

し
ま
す
。
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鎌
倉
幕
府
内
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
た

島
津
忠
久
は
日
向
・
大
隅
・
薩
摩
国
を
治

め
る
役
職
を
失
い
ま
す
が
、
そ
の
後
再
び

薩
摩
国
だ
け
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
第
４
代

忠た
だ
む
ね宗

の
こ
ろ
に
は
、
島
津
本
家
は
薩
摩
国

を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

島
津
本
家
が
去
っ
た
後
の
都
城
盆
地

（
現
在
の
都
城
市
と
三
股
町
、
そ
れ
に
曽

於
市
末
吉
・
財
部
町
を
加
え
た
地
域
）
は

「
庄
内
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
、
鎌
倉
幕

府
が
滅
び
る
ま
で
北
条
氏
が
治
め
ま
す
。

　

九
州
で
も
室
町
幕
府
と
朝
廷
の
激
し
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
南
北
朝
時

代
。足あ

し
か
が利
尊た

か
う
じ氏
の
領
地
と
な
っ
て
い
た「
庄

内
」
の
地
に
、
以
後
6
5
0
年
以
上
に
わ

た
り
都
城
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と

に
な
る
家
が
誕
生
し
ま
す
。
島
津
本
家
第

4
代
忠
宗
の
子
、
資す

け

忠た
だ

を
始
祖
と
す
る

北ほ
ん
ご
う郷

家（
後
の
都
城
島
津
家
）で
す
。

　

歴
戦
の
つ
わ
も
の
で
あ
っ
た
資
忠
は
、

幕
府
方
で
数
々
の
戦
い
に
参
加
。
そ
の
活

躍
に
足
利
尊
氏
か
ら
庄
内
北ほ

ん
ご
う郷（

現
在
の

庄
内
町
か
ら
山
田
町
一
帯
）
の
地
を
与
え

ら
れ
、
薩さ

つ
ま
ざ
こ

摩
迫（
山
田
町
）
に
館
を
構
え

ま
す
。
そ
の
後
、
地
名
に
ち
な
ん
で
「
北

郷
」
に
改
姓
。
こ
う
し
て
都
城
と
北
郷
家

の
全
国
で
も
ま
れ
に
見
る
長
い
つ
な
が
り

が
始
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

永え
い

和わ

2（
1
3
7
6
）
年
の
史
料
に
登

場
す
る
「
ミ
や
こ
の
し
や
う
」。
こ
れ
が

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
最
古
の
「
都
城
」

の
記
述
で
あ
り
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
都
城

と
い
う
地
名
が
誕
生
し
て
い
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
「
ミ
や
こ
の
し
や
う
」
と
は
、
現

在
都
城
歴
史
資
料
館
が
建
つ
城
山
公
園

一
帯
の
こ
と
。
永
和
元（
1
3
7
5
）年
、

北
郷
家
第
2
代
義
久
が
母
方
の
祖
父
、

宮み
や
ま
る丸

蔵く
ろ
う
ど人

か
ら
譲
り
受
け
た
都
島（
宮
古

島
）
の
居
城
を
整
備
し
た
も
の
で
、「
都

島
の
城
」
が
転
じ
て
都
城
と
名
付
け
ら
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

眼
下
に
大
淀
川
の
流
れ
と
盆
地
を
望
む

こ
の
城
は
、
代
々
北
郷
家
ゆ
か
り
の
城
と

な
り
、
戦
国
時
代
の
終
わ
り
に
は
総
面
積

25
㌶
に
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　

そ
の
後
の
盆
地
統
一
の
過
程
で
拠
点
的

役
割
を
果
た
し
た
山
城
「
都
城
」。
ま
さ

に
こ
の
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
城
の

名
前
こ
そ
が
、
都
城
の
地
名
の
由
来
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

都
城
と
い
う
地
名
は
、

北
郷（
都
城
島
津
）家
と

深
い
関
係
が
あ
る
？

都
城
と
い
う
地
名
は
、
北
郷

家
第
2
代
義
久
が
築
い
た
山

城「
都み

や
こ
の
じ
ょ
う城

」
に
由
来
し
て
い

ま
す
。

後
に
鹿
児
島
藩
主
と
な
る

島
津
本
家
と
都
城
島
津
家
の

関
係
は
？

鹿
児
島
に
移
っ
た
島
津
本
家

の
子
孫
で
、
後
に
都
城
の
地

を
治
め
た
の
が
都
城
島
津

（
北ほ

ん
ご
う郷

）家
で
す
。
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薩
さつまざこごてんきゅうせきず

摩迫御殿旧蹟図
足利尊氏から「北郷三百町歩」を与えられた北郷家の始祖、
資忠が館を構えた場所。ここから北郷家による都城盆地統一
の歴史が始まった

A

A 3

4

北
郷（
都
城
島
津
）家
系
図

忠
時

久
経

忠
宗

貞
久

島
津
忠
久
２
代

３
代

４
代

５
代

初
代

久
厚
28
代

久
寛
26
代

久
倫
22
代

島
津
忠
長（
島
津
復
姓
）

17
代

忠
相
８
代

義
久
２
代

（
惟
宗
忠
久
）

都城跡に建つ
都城歴史資料館

島
津
本
家

資
忠
北
郷
家
初
代

北
郷（
都
城
島
津
）家
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同
じ
市
外
局
番
０
９
８
６
を

使
っ
て
い
る
地
域
を
ま
と
め

た
の
は
北
郷
家
？

現
在
同
じ
市
外
局
番
を
使
っ

て
い
る
都
城
市
、
三
股
町
、

曽
於
市
末
吉
・
財
部
町
を
含

む
都
城
盆
地
を
統
一
し
た
の

は
、
北
郷
家
第
8
代
忠た

だ
す
け相
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
の
都
城
盆
地
は
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
勢
力
が
群
雄
割
拠
し
、
周
囲
の
国
々

か
ら
の
脅
威
に
も
さ
ら
さ
れ
る
な
ど
、
決

し
て
安
定
し
た
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

北
郷
家
も
都
城
築
城
後
、
そ
の
周
辺
部

や
安や

す
な
が永（

庄
内
町
）
な
ど
を
治
め
て
い
ま

し
た
が
、
盆
地
の
中
で
は
一
勢
力
に
す
ぎ

ず
、
島
津
本
家
な
ど
と
の
協
調
関
係
の
中

で
勢
力
拡
大
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
登
場
し
て

き
た
の
が
、
後
に
北
郷
家
隆
盛
の
祖
と
い

わ
れ
る
第
8
代
忠た

だ
す
け相
で
し
た
。

　

当
時
の
都
城
盆
地
は
、
東
部
を
都と

於の

郡こ
お
り

（
西
都
市
）
の
伊
東
氏
、
北
部
を
真ま

さ
き幸

院い
ん

（
え
び
の
市
）
の
北
原
氏
、
南
部
を
志
布

志
の
新に

い
ろ納

氏
に
侵
略
さ
れ
、
ま
さ
に
虫
食

い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
忠
相
は
こ

う
し
た
強
敵
と
の
戦
い
を
続
け
、
天て

ん
ぶ
ん文

3

（
1
5
3
4
）年
の
高
城
、
梶
山
・
勝
岡（
三

股
町
）、
山
之
口
の
掌
握
を
皮
切
り
に
諸

勢
力
を
排
除
し
、天
文
12（
1
5
4
3
）年
、

つ
い
に
末
吉
・
財
部
を
含
む
都
城
盆
地
の

ほ
ぼ
全
域
を
そ
の
勢
力
下
に
治
め
ま
す
。

　

現
在
、
同
じ
市
外
局
番（
0
9
8
6
）

で
ま
と
ま
っ
て
い
る
圏
域
の
つ
な
が
り

は
、
こ
う
し
た
忠
相
の
活
躍
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

◉
コ
ラ
ム
◉　

豊
臣
秀
吉
と
都
城

　

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
島
津
攻
め
に
敗
北
し

た
島
津
家
で
は
、
検
地
後
に
大
幅
な
所
領

替
え
が
行
わ
れ
、
北
郷
家
も
祁け

ど
う
い
ん

答
院（
さ

つ
ま
町
）
へ
配
置
替
え
と
な
り
ま
す
。
代

わ
り
に
こ
の
地
に
入
っ
た
の
は
、
島
津
本

家
の
家
老
で
あ
り
な
が
ら
豊
臣
秀
吉
と
親

交
の
あ
っ
た
伊
集
院
忠た

だ
む
ね棟（

幸こ
う
か
ん侃

）。
都
城

本
丸
跡
で
出
土
し
た「
五ご

七し
ち

桐き
り

文も
ん（

秀
吉
の

家
紋
）入
り
瓦
」か
ら
も
、
そ
の
関
係
の
深

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

秀
吉
の
死
後
、
島
津
本
家
の
忠た

だ
つ
ね恒

が
忠
棟

を
殺
害
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た

の
が「
九
州
の
関
ヶ
原
」
と
も
い
わ
れ
る

「
庄
内
の
乱
」
で
す
。
伊
集
院
氏
と
島
津

家
の
攻
防
は
都
城
盆
地
を
舞
台
に
１
年
余

り
も
続
き
、
つ
い
に
伊
集
院
氏
が
敗
北
。

北
郷
家
が
再
び
都
城
に
戻
り
、
幕
末
ま
で

こ
の
地
を
治
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

朝鮮国王国書
現存する日本最古の朝鮮国王からの国書。琉球国
王にあてたものを入手した向井氏が北郷家に献上
したもの。北郷家の拠点、都城跡からは中国や東
南アジア産陶磁器なども大量に出土しており、北
郷家が海外に通じていたことがうかがえる

忠相が晩年を過ごした月
がっさんひわじょう

山日和城跡に建つ高城郷土資料館

鯨
くじらひれなんばんどうぐそく

鰭南蛮胴具足　忠相のものと伝えられる甲
かっちゅう

冑　
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現
在
の
市
域
の
う
ち
、
山
之
口
・
高
城
・

高
崎
は
鹿
児
島
藩
が
直
接
治
め
る
直
轄
領

で
、
鹿
児
島
城
下
に
住
む
地じ

と
う頭
と
い
う
責

任
者
の
指
示
の
下
、
地
元
の
役
人
た
ち
が

治
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
地
域
に
も
、
島
津
本
家（
鹿

児
島
藩
）
と
つ
な
が
り
の
あ
る
武
家
屋

敷
跡（
山
之
口
町
）
や
寒
天
工
場
跡（
山
之

口
・
高
城
町
）、
街
道
や
神
社
な
ど
が
残
っ

て
い
る
ほ
か
、
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄

瑠
璃
や
穂
満
坊
・
桜
木（
高
城
町
）、
花

木（
山
之
口
町
）、
高
木
の
各
地
区
に
伝

わ
る
揚
げ
馬
な
ど
島
津
家
の
参
勤
交
代
に

か
か
わ
り
の
あ
る
伝
統
文
化
も
伝
わ
っ
て

お
り
、
都
城
の
歴
史
・
文
化
が
都
城
島
津

家
を
は
じ
め
と
す
る
島
津
家
と
の
深
い
か

か
わ
り
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

明
治
2（
1
8
6
9
）
年
、
都
城
島
津

家
第
26
代
久ひ

さ
ひ
ろ寛

は
鹿
児
島
藩
主
島
津
忠た

だ
よ
し義

の
版は

ん
せ
き籍

奉ほ
う
か
ん還

に
な
ら
っ
て
領
地
を
返
還
し

都
城
を
離
れ
ま
す
が
、
旧
家
臣
た
ち
の
強

い
求
め
に
応
じ
て
明
治
12（
1
8
7
9
）

年
、
都
城
に
帰
郷
し
ま
す
。
そ
の
際
、
本

　

江
戸
時
代
に
入
り
、
北
郷
家
は
第
17
代

忠た
だ
な
が長

の
と
き
に
島
津
姓
に
復
姓
し
て
都
城

島
津
家
と
な
り
、
鹿
児
島
藩
内
で
最
大
の

私
領
で
あ
っ
た
都
城
島
津
領（
都
城
市
と

三
股
町
の
一
部
）
を
幕
末
ま
で
治
め
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
間
、都
城
島
津
家
で
は
観か

ん
の
ん
ぜ

音
瀬（
高

崎
・
高
城
町
境
）
の
開
削
な
ど
に
よ
る
河

川
交
通
路
の
整
備
や
志
和
池
・
横
市
地
区

な
ど
で
の
新
田
開
発
、
か
ん
が
い
施
設
の

整
備
、
茶
業
振
興
と
い
っ
た
産
業
振
興
政

策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
城
島
津
家
が
行
っ
た
大
き
な

事
業
の
一
つ
に
、
都
城
の
百
科
全
書
と
い

わ
れ
る『
庄し

ょ
う
な
い内
地ち

理り

志し

』
の
編
さ
ん
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
地
理
・
歴
史
書
は
、
都
城

の
風
土
、
名
所
、
政
治
機
構
な
ど
を
全

1
1
3
巻
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
約
30
年

の
歳
月
を
か
け
て
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
学
問
所
で
あ
る
明
道
館（
現

在
の
明
道
小
学
校
付
近
）
を
設
置
し
て
教

育
振
興
に
努
め
る
な
ど
、
教
育
・
文
化
面

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
功
績
を
残
し
て
い
ま

す
。

北
郷
家
は
都
城
で
ど
ん
な

功
績
を
残
し
た
？

都
城
盆
地
の
産
業
や
教
育
、

文
化
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
の

が
北
郷（
都
城
島
津
）
家
で

す
。

庄
しょうない

内地
ち

理
り

志
し

江戸時代に都城島津家が独自に調査・編さんした全
113 巻の地理・歴史書で、103 巻が現存している。
寛政 10（1798）年、都城島津家第 22 代久

ひさとも

倫が「庄
内旧伝編集方」を設置し、領内の地理、歴史、史跡、
古文書などの調査を始めたのが編さんの始まり。領
内をくまなく歩き回り、聞き取りやスケッチなどを
行ってまとめた資料は、高く評価されている

都
城
島
津
家
史
料
や

都
城
島
津
邸
の
価
値
は
？

都
城
島
津
家
史
料
は
、
市
内

で
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
国
の
重
要
文
化

財
級
史
料
と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
都
城
島
津
邸

は
市
内
に
唯
一
残
っ
て
い
る

都
城
島
津
家
の
建
造
物
群
で
、

歴
史
的
に
も
建
築
学
的
に
も

貴
重
な
施
設
で
す
。

約300年の伝統を誇る山之口麓文弥節人形浄瑠璃

観
かんのんぜ

音瀬
大淀川河口の赤江と都城を結ぶ河川交通路の整備が都城の経済
活性化につながると考えた第 22 代久倫が開削させた水路跡

A
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特集　「みやこんじょ学」のススメ

来
の
屋
敷
地
は
明
道
小
学
校
の
敷
地
と
し

て
提
供
し
て
い
た
の
で
、
新
た
に
居
を
構

え
た
の
が
現
在
の
都
城
島
津
邸
で
す
。

　

邸
内
に
は
、
昭
和
10（
1
9
3
5
）
年

に
建
設
さ
れ
、
昭
和
天
皇
の
宿
泊
所
に
も

な
っ
た
本
宅
の
ほ
か
、
他
所
か
ら
移
築

さ
れ
た
慶け

い
お
う応

3（
1
8
6
7
）
年
建
築
の

剣
道
場
、
明
治
5（
1
8
7
2
）
年
築
造

の
土
蔵
な
ど
市
内
で
も
最
古
級
の
建
物
が

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ー
ル
や
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
石
蔵
な
ど
、
名
家
の
生
活
を

し
の
ば
せ
る
施
設
が
残
っ
て
い
る
の
も
特

徴
で
す
。
鹿
児
島
藩
最
大
の
私
領
で
あ
っ

た
都
城
に
お
い
て
、
当
時
の
名
残
を
残
す

建
物
が
次
々
に
姿
を
消
す
中
、
こ
の
都
城

島
津
邸
は
市
街
地
に
唯
一
残
る
往
時
を
し

の
ば
せ
る
建
物
群
と
い
え
ま
す
。

　

平
成
16
年
、
都
城
島
津
家

第
28
代
当
主
の
島
津
久ひ

さ
あ
つ厚

さ

ん
か
ら
約
1
万
点
の
都
城

島
津
家
史
料
が
都
城
市
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
都

城
島
津
家
が
都
城
に
領
地
を

与
え
ら
れ
た
中
世
か
ら
約

6
5
0
年
以
上
も
の
長
き
に

わ
た
っ
て
保
存
さ
れ
て
き
た

史
料
で
、
そ
の
内
容
は
公
文

書
的
性
格
の
強
い
古
文
書
と

武
家
の
伝
統
文
化
を
示
す
美

術
工
芸
品
、
絵
図
や
地
誌
な

ど
の
古
記
録
類
、
農
業
関
係

民
俗
資
料
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
琉
球
国
王
に
あ
て
た

朝
鮮
国
王
国
書
や
後ご

だ
い
ご

醍
醐
天

皇
が
足
利
尊
氏
の
追
討
を
命

じ
た
綸り

ん

旨じ

（
命
令
書
）、
豊

臣
秀
吉
の
朱し

ゅ
い
ん
じ
ょ
う

印
状
写
し
な

ど
、
古
文
書
類
は
日
本
史
上

で
も
意
義
の
あ
る
史
料
と
し

て
国
内
で
も
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。
ま
た
、
武
家
の
伝

統
文
化
を
示
す
美
術
工
芸
品

や
武
具
・
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
類
な
ど
も
豊

富
で
、
都
城
島
津
家
史
料
を

通
じ
て
、
都
城
の
中
世
か
ら

幕
末
ま
で
の
歴
史
を
体
系
的

に
追
う
こ
と
も
可
能
で
す
。  

　

平
成
17
年
に
都
城
歴
史
資
料
館
で
都

城
島
津
家
史
料
の
一
部
を
展
示
し
た
企

画
展
に
は
、
2
週
間
で
県
内
外
か
ら
約

4
、3
0
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
国
内
有
数
の
史
料
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
を
示
し
て
お
り
、
都
城
島
津
家
史
料

を
市
民
だ
け
で
な
く
、
国
民
共
有
の
財
産

と
し
て
大
切
に
保
存
管
理
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
印
象
付
け
ま
し

た
。

　

現
在
、
市
内
に
は
、
火
災
や
地
震
、
盗

難
な
ど
に
対
応
で
き
、
史
料
の
劣
化
を
防

ぐ
収
蔵
施
設
も
備
わ
っ
た
展
示
施
設（
公

開
承
認
施
設
）
が
な
い
こ
と
か
ら
、
重
要

文
化
財
級
の
史
料
を
展
示
公
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

史
料
を
寄
贈
し
た
島
津
久
厚
さ
ん
の

「
島
津
家
の
史
料
は
都
城
に
あ
っ
て
こ
そ

価
値
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
も
表
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
都
城
島
津
家
史
料

は
都
城
の
宝
で
す
。
市
民
が
常
に
目
に
で

き
る
環
境
を
整
え
、
都
城
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
に
も
、
こ
う
し
た
施
設
の
整
備
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

都城島津邸本宅
昭和48（1973）年に全国植樹祭に出席
された昭和天皇の宿泊所として利用
され、主賓室は当時の状況のまま保
存されている

高
こうらいとらがりずびょうぶ

麗虎狩図屏風
島津本家とともに北郷家も参加した豊
臣秀吉の朝鮮侵略をモチーフにした作
品。画面は金雲で３段に区切られてお
り、右から左へと、ストーリーが展開
する構成となっている。作者は都城島
津家の家臣であった永

な が い

井慶
けいじく

竺と伝えら
れている

貴
重
な
史
料
を
見
る
機
会
は

な
い
の
？

市
で
は
都
城
島
津
邸
を
整
備

し
、
史
料
を
展
示
・
保
管
す

る
史
料
館
を
整
備
す
る
予
定

で
す
。
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一
般  

質
問

　

12
月
議
会
で
は
、
12
月
7
日
か

ら
14
日
ま
で
の
6
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
28
人
の
議

員
が
市
政
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

 

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

■
障
害
者
自
立
支
援　

制
度
の
導
入

障
害
者
自
立
支
援
制
度
の
導
入
に

よ
り
、
施
設
や
施
設
の
利
用
者
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
市
の
制
度
で
は
な
い
た
め
、

国
と
県
が
共
同
し
て
負
担
軽
減
の

措
置
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
、
利
用

者
に
1
割
負
担
が
生
じ
、重
圧
感
、

負
担
感
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
国
が
対
策
を
と

る
べ
き
も
の
で
す
が
、
市
と
し
て

も
全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
、

軽
減
措
置
の
要
望
を
出
し
て
き
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
、
平
成
20
年

度
ま
で
の
3
年
間
と
い
う
時
限
的

な
も
の
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
激

変
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
者
へ
の
緩
和
措
置

①
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
か
か
る
経
費

は
事
業
者
に
月
単
位
で
支
払
う

仕
組
み
で
あ
っ
た
が
、
日
割
り

で
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
利
用
者
に
と
っ
て
は
い

ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が
選
択

で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
が
、
事
業
者
に
と
っ
て
は
収

入
が
一
定
し
な
い
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
従
前
の

報
酬
の
80
㌫
を
保
障
す
る
仕
組

み
を
90
㌫
に
引
き
上
げ
て
保
障

す
る
仕
組
み
に
変
更
し
た

②
利
用
者
が
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
送
迎

費
用
を
助
成
す
る
こ
と
に
し
た

利
用
者
へ
の
負
担
軽
減
措
置

①
一
定
額
を
超
え
た
場
合
の
月
額

上
限
額
を
４
分
の
１
ま
で
引
き

下
げ
た

②
負
担
軽
減
対
象
世
帯
を
収
入

6
0
0
万
円
ま
で
の
世
帯
に
拡

大
し
た

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

昭
和
の
合
併
で
旧
都
城
市
と
合
併

し
た
地
区
と
、
平
成
の
合
併
で
合

併
し
た
地
区
の
下
水
道
事
業
や
運

動
施
設
、
公
共
住
宅
の
整
備
な
ど

社
会
資
本
の
整
備
状
況
を
比
較
す

る
と
、
今
回
合
併
し
た
旧
４
町
が

確
実
に
進
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、

旧
市
内
地
区
に
も
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
「
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」
を
つ
く
る
発
想
が
生
ま
れ

た
と
思
う
が
、
旧
市
内
で
最
初
に

発
足
し
た
庄
内
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
を
は
じ
め
、
各
地
区
に

お
け
る
協
議
会
の
進
み
具
合
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

　

地
域
分
権
や
地
域
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
展
し
て
い

く
中
、
平
成
18
年
度
か
ら
、
旧
市

内
の
11
地
区
に
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
設
置
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
庄
内
地
区
で
は
事
前

準
備
組
織
と
し
て
、
ほ
か
の
地
区

に
先
駆
け
、
市
民
自
治
検
討
会
議

を
立
ち
上
げ
、
協
議
を
重
ね
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
地
区

は
、
ま
ず
地
域
づ
く
り
の
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

自
治
公
民
館
長
に
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
、
各
地
区
の
定
例
館
長
会

で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
各
地
区
の
進
み

具
合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
祝
吉
地
区

　

定
例
館
長
会
終
了
後
の
意
見
交

換
会
を
現
在
ま
で
に
5
回
実
施
し

て
い
る

②
中
郷
、
沖
水
地
区

　

先
進
地
の
福
岡
県
宗
像
市
赤
間

西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
を
視
察
し
、
予
算
の
執
行
や
配

分
の
仕
方
、
運
営
方
法
な
ど
に
つ

議
会
だ
よ
り

12
月
議
会

平
成
19
年
第
５
回
市
議
会
が
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
21
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
18
年
度
都
城
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な
ど
９
月
議
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
議

案
17
件
、
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
都
城
市
長
等
の
給
料
等
の
減

額
に
関
す
る
条
例
な
ど
市
長
提
出
議
案
36
件
、
諮
問
１
件
、
議
員
提
出
議

案
２
件
、請
願
４
件
、報
告
２
件
の
合
計
62
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、

請
願
１
件
を
継
続
審
査
と
し
た
ほ
か
は
、す
べ
て
議
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

19
年
度
補
正
予
算　

 　

13
件

【
一
般
会
計
】

△
7
、2
1
1
万
1
千
円

市
民
会
館
管
理
運
営
費
、
障
害

者
自
立
支
援
対
策
臨
時
特
例
基

金
特
別
対
策
事
業
な
ど

【
特
別
会
計
】

6
、8
0
9
万
8
千
円

【
水
道
事
業
会
計
】

6
4
5
万
円

条
例
の一
部
改
正　
　
　

13
件

□
都
城
市
長
等
の
給
料
等
の
減
額

に
関
す
る
条
例　

ほ
か
12
件

そ
の
他 

10
件

□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
□
財
産
の
無
償
譲
与
に
つ
い
て

□
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て　

ほ
か
7
件

諮
問 

1
件

□
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案 
2
件

□
農
業
生
産
基
盤
の
確
保
に
つ
い

て
早
急
な
対
応
を
求
め
る
意
見

書
□
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

請
願 

4
件

□
島
津
邸
購
入
に
関
す
る
請
願
書

□
入
札
制
度
に
関
す
る
請
願
書

　

ほ
か
2
件

報
告 

2
件

□
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
に

つ
い
て　

ほ
か
１
件
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い
て
研
修
し
た

③
中
郷
、
横
市
地
区

　

中
郷
地
区
で
は
、
地
区
社
会
教

育
連
絡
協
議
会
の
総
合
研
修
会
で

説
明
を
行
い
、
横
市
地
区
で
も
来

年
早
々
に
説
明
を
行
う
予
定

■
サ
ブ
シ
テ
ィ
創
造
に

お
け
る
医
療
ゾ
ー
ン

平
成
18
年
９
月
に
都
城
地
域
健
康

医
療
ゾ
ー
ン
整
備
に
関
す
る
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
協
議
を
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
現
在
の
進
ち
ょ
く

状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

現
在
、
企
画
部
と
健
康
福
祉
部

で
、
構
想
策
定
に
向
け
て
、
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ

の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
、
都

城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
救
急
医
療
の
推
移
や

経
営
状
況
な
ど
の
現
状
や
課
題

の
分
析
、
お
よ
び
救
急
医
療
の

ニ
ー
ズ
や
新
し
い
健
康
医
療
セ

ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
機
能
や

位
置
な
ど
に
つ
い
て
分
析
、
研

究
を
行
っ
て
い
る

②
医
師
会
病
院
も
医
療
ゾ
ー
ン
の

中
核
に
な
る
施
設
で
あ
り
、
①

と
同
様
に
分
析
、
研
究
を
行
っ

て
い
る

③
医
師
会
に
は
、
健
康
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
面
積
や
機

能
な
ど
の
概
要
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

④
県
市
長
会
に
対
し
て
、
宮
崎
県

西
部
へ
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
設
置
や
小
児
救
急
医
療
体
制

の
整
備
充
実
、
お
よ
び
地
域
医

療
確
保
の
た
め
の
医
師
の
適
正

配
置
な
ど
に
つ
い
て
支
援
を
お

願
い
し
て
い
る

　

こ
の
よ
う
な
実
情
を
勘
案
し
な

が
ら
、
健
康
医
療
ゾ
ー
ン
の
整
備

構
想
の
素
案
を
策
定
し
、
そ
れ
を

も
と
に
医
師
会
と
協
議
を
進
め
、

本
年
度
中
に
健
康
医
療
ゾ
ー
ン
の

整
備
構
想
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。■

市
民
会
館
の　
　
　

無
償
貸
与
の
条
件

市
民
会
館
を
南
九
州
大
学
に
無
償

貸
し
付
け
を
す
る
条
件
や
手
順
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

無
償
貸
与
ま
で
の
手
順
と
し

て
、
次
の
事
項
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

①
今
回
の
補
正
予
算
が
承
認
さ
れ

れ
ば
、
そ
の
後
、
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
を
行
う

②
法
人（
南
九
州
大
学
）
と
の
無

償
貸
与
に
伴
う
協
議
を
行
う
。

　

考
え
ら
れ
る
協
議
項
目
は
次
の

と
お
り

⑴
付
属
駐
車
場
の
貸
与
の
必
要

性
の
検
討

⑵
火
災
お
よ
び
災
害
時
の
取
り

扱
い
の
検
討

⑶
教
育
施
設
と
し
て
の
市
民
開

放
の
あ
り
方

⑷
既
存
公
共
施
設
と
の
競
合
回

避
の
あ
り
方

⑸
貸
与
終
了
時
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

③
無
償
貸
与
に
伴
う
市
議
会
へ
の

議
案
提
案
を
行
う

④
議
案
が
議
決
さ
れ
た
後
、
法
人

（
南
九
州
大
学
）
と
使
用
賃
借

契
約
の
締
結

⑤
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
に
伴
う

基
本
協
定
の
内
容
の
変
更

⑥
法
人（
南
九
州
大
学
）
へ
の
財

産
移
管

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
の
後
、
法
人

（
南
九
州
大
学
）
に
よ
る
教
育
施

設
と
し
て
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

20
年
間
の
無
償
貸
与
の
根
拠
は
何

か
聞
き
た
い
。
５
年
や
10
年
の
区

切
り
を
付
け
て
、
そ
の
年
が
く
れ

ば
更
新
す
る
と
い
う
形
は
と
れ
な

い
の
か
。

　　

20
年
間
の
貸
与
期
間
は
、
南
九

州
大
学
か
ら
貸
与
の
申
し
入
れ
の

際
に
出
さ
れ
た
希
望
事
項
の
一
つ

で
す
。
20
年
間
の
根
拠
は
、
文
部

科
学
省
が
示
し
て
い
る
「
学
校
法

人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の

変
更
の
認
可
に
関
す
る
審
査
基

準
」
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
危
機
管
理
体
制
の　

強
化

都
城
市
の
災
害
時
の
救
援
物
資
の

備
蓄
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　　

備
蓄
個
所
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
年
見
西
倉
庫
、
元
法
務
局
跡
地

②
西
岳
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
そ
の
他
の
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

管
内
に
は
今
後
配
置
予
定

③
山
之
口
、
高
城
、
山
田
、
高
崎

各
総
合
支
所

現
在
の
備
蓄
量
で
、
何
人
が
ど
の

程
度
の
期
間
し
の
げ
る
の
か
。

　　

災
害
の
規
模
に
よ
り
、
備
蓄
の

必
要
量
が
変
わ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
現
在
は
旧
都
城
市
の
地
域

防
災
計
画
を
運
用
し
て
お
り
、
旧

市
の
人
口
13
万
3
千
人
に
対
し

て
、
2
・
2
㌫
の
算
定
基
準
で
、

3
千
人
分
の
１
日
分
を
備
蓄
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
阪
神
淡
路
大

震
災
被
害
者
を
参
考
に
設
定
し
た

も
の
で
す
。

　

現
在
、
新
市
の
人
口
17
万
人
で

の
新
し
い
地
域
防
災
計
画
を
策
定

中
で
す
が
、
出
来
上
が
り
ま
し
た

ら
、
新
た
な
計
画
に
対
応
し
た
施

策
を
行
い
ま
す
。

全
市
的
な
災
害
に
な
っ
た
場
合
、

備
蓄
物
資
を
ど
の
よ
う
に
し
て
各

避
難
所
に
運
ぶ
の
か
。

　　

災
害
時
に
設
置
す
る
組
織
の
物

資
補
給
班
76
人
が
避
難
所
収
容
班

と
連
絡
調
整
を
し
な
が
ら
、
公
用

車
で
運
び
ま
す
。
搬
送
人
員
が
不

足
す
る
場
合
、
災
害
対
策
本
部
内

で
応
援
態
勢
を
と
り
ま
す
。

　

傍
聴
に

　
　

お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
3
月
、
6
月
、
9
月
、

12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、
市

民
に
関
係
の
深
い
議
案
や
請
願
な

ど
を
審
議
し
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
、
市
役
所
西
館
6
階

に
あ
り
ま
す
。
傍
聴
席
は
皆
さ
ん

の
座
席
で
す
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

　

☎
23-

7
8
6
9
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・転入、転居、転出に関する国民健康保険および老人
保健（平成20年4月から始まる後期高齢者医療に関
するものを含む）の資格取得・喪失届の受付

保険年金課保険年金課
☎23☎23--21272127

　

3
月
下
旬
か
ら
4
月
上
旬
に
か

け
て
の
転
入
者
・
転
出
者
が
多
い

時
期
に
、「
住
所
異
動
の
届
け
出

受
付
」
の
窓
口
業
務
お
よ
び
住
所

異
動
に
伴
う
関
連
窓
口
業
務
に
つ

い
て
、
平
日
の
時
間
延
長
や
土
曜

日
・
日
曜
日
の
窓
口
開
設
を
臨
時

的
に
実
施
し
ま
す
。

◉
開
設
す
る
課

　

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、
こ
ど

も
課
、
環
境
政
策
課

※
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
で
は
、
平
日
の
時
間
延

長
お
よ
び
土
曜
日
・
日
曜
日
の

開
庁
は
実
施
し
ま
せ
ん

◉
開
設
す
る
期
間

　

3
月
24
日
㈪
か
ら

　

4
月
6
日
㈰
ま
で
の

　

14
日
間

◉
開
設
時
間

◎
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

19
時
ま
で
時
間
延
長

◎
土
曜
日
・
日
曜
日

　

9
時
〜
17
時

◉
注
意

　

下
記
以
外
の
業
務
は
、
取
り
扱

い
で
き
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
市
町
村

や
関
係
機
関
へ
の
問
い
合
わ
せ
が

必
要
な
申
請
・
届
け
出
な
ど
に
つ

い
て
は
、
取
り
扱
い
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

◉
そ
の
他

　

入
り
口
は
本
庁
舎
西
館
１
階
正

面
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

進
学
・
転
勤
な
ど
で

 

市
外
に
転
出
す
る
人
へ

【
住
所
異
動
届
】

　

市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
転
出
の

届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
転
出
届

は
引
っ
越
し
の
2
週
間
前
か
ら
提

出
で
き
ま
す
。
転
出
先
で
は
転
出

証
明
書
を
持
参
の
う
え
、
転
入
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
転
入

届
は
、
住
み
始
め
て
か
ら
2
週
間

以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◉
転
出
届
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証（
加
入
者
）、
運
転
免
許
証

な
ど
届
け
出
人
の
確
認
が
で
き
る

も
の

●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　

☎
23-

2
1
2
8

【
国
民
健
康
保
険
】

　

進
学
な
ど
に
よ
り
転
出
し
た
人

が
、
都
城
市
の
被
保
険
者
証
を
引

き
続
き
使
う
場
合
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。

◉
届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
在
学
証

明
書
な
ど

※
卒
業
し
た
場
合
は
、
使
え
な
く

な
り
ま
す
の
で
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
、
保

険
税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な

り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課

　

☎
23-

2
1
2
7 

３月３月2244日日㈪㈪～４月６日～４月６日㈰㈰

平日の時間外、土曜日・日曜日に平日の時間外、土曜日・日曜日に
住所異動届の受付窓口を開設します住所異動届の受付窓口を開設します

◉取扱業務
　①住所異動の届け出受付
　②住所異動の届け出受付に伴う関連窓口業務

◉関連窓口業務

・住民票、印鑑証明、戸籍謄抄本、戸籍の附票などの
証明発行
・印鑑登録証の申請受付、交付
・外国人登録の記載事項証明書発行
・年金はがきの記載事項証明
・税の証明発行
・行政証明の申請受付、交付

市民課市民課
☎☎2323--21282128

・転入、転居、転出に関する乳幼児医療費助成の諸申
請の受付
・転入、転居、転出に関する児童手当の諸申請の受付
・転入、転居、転出に関する保育の実施および解除、
転園などの事務
・転居、転出に関する母子父子医療費助成の諸申請の
受付
・転居、転出に関する児童扶養手当の諸申請の受付
・転入に関する妊婦乳児健康診査無料券の交付
・転入に関する予防接種ノートなどの交付

こども課こども課
☎23☎23--26842684

・転入者へのごみ袋の配布（旧都城市管内に転入した
人を対象に配布。有料）

環境政策課環境政策課
☎23☎23--21302130

※窓口開設に関するアンケートにご協力ください
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医
師
、
歯
科
医
師
、
歯
科
技
工
士
、

薬
剤
師
、
視
能
訓
練
士
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
診
療
放
射

線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生

検
査
技
師
、
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、
准
看
護
師
免
許
の
各
種

申
請
の
受
理
に
関
す
る
事
務

・
免
許
証
の
交
付
、
再
交
付
に
係

る
申
請
の
受
理

・
籍
ま
た
は
名
簿
の
訂
正
に
係
る

申
請
の
受
理
な
ど

●
担
当
課　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
7
6
5

騒
音
規
制
法
に
よ
る
規
制
地
域
の

指
定
な
ど
に
関
す
る
事
務

・
騒
音
に
つ
い
て
規
制
す
る
地
域

の
指
定

・
規
制
地
域
に
お
け
る
規
制
基
準

の
設
定
な
ど

●
担
当
課　

環
境
政
策
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
1
3
0

悪
臭
防
止
法
に
よ
る
規
制
地
域
の

指
定
な
ど
に
関
す
る
事
務

・
悪
臭
原
因
物
の
排
出
を
規
制
す

る
地
域
の
指
定

・
規
制
地
域
に
お
け
る
規
制
基
準

の
設
定
な
ど

●
担
当
課　

環
境
政
策
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
1
3
0

振
動
規
制
法
に
よ
る
規
制
地
域
の

指
定
な
ど
に
関
す
る
事
務

・
振
動
に
つ
い
て
規
制
す
る
地
域

の
指
定

・
規
制
地
域
に
お
け
る
規
制
基
準

の
設
定
な
ど

●
担
当
課　

環
境
政
策
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
1
3
0

販
売
禁
止
鳥
獣
の
販
売
の
許
可
な

ど
に
関
す
る
事
務

・
販
売
禁
止
鳥
獣（
ヤ
マ
ド
リ
）

の
販
売
の
許
可
お
よ
び
許
可
証

の
交
付
な
ど

●
担
当
課　

森
林
保
全
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
1
5
2

就
農
計
画
の
申
請
の
受
理
に
関
す

る
事
務

・
就
農
計
画
の
認
定
に
係
る
申
請

の
受
理

・
就
農
計
画
の
変
更
の
認
定
に
係

る
申
請
の
受
理

●
担
当
課　

農
政
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
7
6
8

土
地
改
良
区
連
合
の
設
立
、
交
換

分
合
の
認
可
な
ど
に
関
す
る
事
務

・
土
地
改
良
区
連
合
の
設
立
の
認

可
・
土
地
改
良
区
連
合
に
お
け
る
所

属
土
地
改
良
区
の
増
減
の
認
可

・
交
換
分
合
計
画
の
認
可
な
ど

●
担
当
課　

農
村
整
備
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
9
8
1

個
人
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業

の
施
行
認
可
、
土
地
区
画
整
理
組

合
の
認
可
な
ど
に
関
す
る
事
務

・
個
人
施
行
に
よ
る
土
地
区
画
整

理
事
業
の
認
可

・
土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立
の

認
可

・
換
地
計
画
の
認
可
な
ど

●
担
当
課　

都
市
計
画
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
7
6
2

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の

円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
、
特
定
路
外
駐
車
場
の
設

置
の
届
け
出
お
よ
び
是
正
命
令
な

ど
に
関
す
る
事
務

・
特
定
路
外
駐
車
場
設
置
の
届
け

出
の
受
理

・
特
定
路
外
駐
車
場
設
置
の
変
更

の
届
け
出
の
受
理

・
路
外
駐
車
場
管
理
者
へ
の
是
正

命
令
な
ど

●
担
当
課　

都
市
計
画
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
7
6
2

市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
県
の
事
務
や
権
限
の
一
部
移
譲
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
県
が
行
っ
て
き
た
仕
事
の
う
ち
、
市
民

に
と
っ
て
身
近
な
も
の
を
市
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
利
便
性
を
高
め
る

と
同
時
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
事
務
・
事
業
を
行
う
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
移
譲
を
受
け
る
事
務
・
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

都城市都城市 宮崎県宮崎県

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て

県
の
事
務
・
権
限
の
一
部
が
移
譲
さ
れ
ま
す

県
の
事
務
・
権
限
の
一
部
が
移
譲
さ
れ
ま
す

事務・権限移譲事務・権限移譲
４４月月１１日～日～
17法令
185事務
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市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
昨
年
５
月
、
無

作
為
に
選
ん
だ
20
歳
以
上
の
男
女
３
、０
０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
男
女
の
地
位
の
平
等
観
、
結
婚・家
庭
観
、
育
児・介
護
へ
の
社
会
支
援
、
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
経
験
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

 

●
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課　

男
女
共
同
参
画
担
当　

☎
23-

２
１
２
１

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の

市
民
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト

男女共同参画社会づくりのための市民アンケート

みんながみんなが主役主役でで、、
みんながみんなが幸幸せなせな社会社会
男女共同参画男女共同参画社会社会をを

目指目指してして

●回答者性別 ●回答者年代
性　別 回答者 比　率 年　代 回答者 比　率
男　性 471人 42.5% 20代 94人 8.5%
女　性 634人 57.2% 30代 152 人 13.7%
不　明 3人 0.3% 40代 169 人 15.3%

50代 287 人 25.9%
60代 261 人 23.6%
70代 139 人 12.5%
不明 6人 0.5%

回答者 1,108 人、回答率は 36.9％

50歳代以下の女性の就業率は6割を超えていますが、常勤の割合は男
性の約半分と、非常勤の割合が高くなっており、不安定な雇用形態が
多くなっています。

□回答者

□男女別就業状況

男  性

女  性

■ 常勤の勤め　　　　　　　■ 非常勤の勤め
■ 農業、林業などの自営業　■ 商業、工業、サービス業、その他の自営業
■ 無職　　　　　　　　　　■ 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

21.96.312.559.320歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代 53.09.121.2
6.1 4.56.1

36.317.313.615.516.4
0.9

21.89.06.857.1
2.33.0

14.569.6
4.3 2.95.82.9

16.976.3
3.43.4

13.966.68.3

50.97.316.611.38.6

22.713.07.829.926.6

20.010.036.032.0

34.48.624.732.3

29.024.242.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5.3

1.0

4.8
20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

1.0

1.4 5.64.2
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男女共同参画社会づくりのための市民アンケート

出生数が少なくなっている理由は何だと思いますか。3つ
以内で選択。（20歳～40歳代で抽出）

「教育費の負担感」など経済的な理由が上位を占めてい
ます。また「仕事との両立」や「結婚年齢の上昇」、「子
育てへの心理的、肉体的負担感」を理由に挙げている人
も多くなっています。

育児に対する社会支援のあり方についてどのように考え
ていますか。

子育て期にある 20 歳～ 30 歳代の男女においては、社
会の支援を望む声が非常に高くなっています。

□育児に対する社会支援について

次の各分野で男女の地位は平等になっていると思います
か。

「学校教育」を除くすべての項目で、平等と答えた人が
半数に満たず、特に政治の場や社会通念において男性
の方が優遇されていると感じているようです。

女性が仕事を持つことについてどのように考えていますか。

「子育て後に再就職」という意見は女性で 1位（男性で
は 2 位）、「子どもができても仕事を継続」するという意
見は男性で 1位（女性では 2 位）で、両者を合わせた割
合は男女とも約80％と高い数値を示しています。

□女性が仕事を持つことについて

■ 男性が非常に優遇されている
■ どちらかといえば男性が優遇されている
■ 平等である
■ どちらかといえば女性が優遇されている
■ 女性が非常に優遇されている
■ どちらともいえない
■ 無回答

女　　性

男　　性

■ 仕事を持たない方がよい
■ 結婚するまで仕事
■ 子どもができるまで仕事
■ 子どもができても仕事を継続
■ 一旦仕事をやめ、子どもの成長後再就職
■ その他
■ わからない
■ 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

35.944.8

42.339.9

3.8

3.9

0.8

2.1

3.63.6

3.4

2.1

1.3

4.2

2.16.2

家庭生活

職　　場

学校教育

地域社会

政治の場

社会制度

社会通念

社会全体
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10.513.347.521.8
1.7 0.7 4.5

12.118.743.415.7
5.1 1.1 3.9

11.016.440.225.9
1.1 0.3 5.1

13.413.352.712.3
2.8 1.0 4.5

16.030.133.310.8
4.6 0.9 4.3

9.517.754.611.6
3.3 0.52.8

10.220.141.715.1
5.0 1.0 6.9

9.826.244.710.2
4.6 1.1 3.4

□男女は平等だと思いますか□少子・高齢化について

教育費の負担感

心理的、肉体的な負担感

家が狭いから

経済的に余裕がないから

仕事との両立が困難だから

趣味などと両立しないから

結婚年齢の上昇

結婚する人の減少

未婚で出産への抵抗感

子どもが欲しくないから

その他

わからない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

66.5
62.0

29.1
31.5

2.1
1.3

59.7
54.4

49.0
53.6

7.2
6.2

27.4
28.9

21.4
21.0

5.1
5.4
7.0
5.4
2.5
3.3
2.5
3.2
1.9
2.2

■ 男性　　■ 女性

■ 基本的に家族が行うべき
■ 社会がある程度支援する
■ 社会が積極的に支援する
■ 基本的には社会が担うべき
■ その他
■ わからない
■ 無回答

20歳代（男性）

20歳代（女性）

30歳代（男性）

30歳代（女性）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

9.739.846.1

2.2 2.2

8.554.232.2

3.4 1.7

9.756.529.0

4.8

37.550.0

3.13.16.3
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進む  広がる  企業立地

求む、元気な企業　
　集え、元気な人材

男女共同参画社会づくりのための市民アンケート

次の各項目についてどのように考えていますか。

結婚については「個人の自由」であるという考え方に賛成
する意見が 8 割を超えている一方で、「夫は仕事、妻は
家庭」といった固定的役割分担意識も根強く残っている
ことがうかがえます。

□結婚・家庭・離婚について

配偶者や恋人に暴力を受けた経験はありますか。
（女性のみ）　※回答があったもののみ表示

4.2%の女性が治療が必要なほどの身体への暴力を受け
た経験があり、また 3.3%の女性は命の危険を感じる暴
力を受けたと回答しています。

□夫婦・恋人間の暴力（ＤＶ）について

介護に対する社会支援についてどのように考えていますか。

介護に直面する年代である 30 歳～ 50 歳代で、社会の
積極的な支援を求める声が高くなっています。

□介護に対する社会支援について

セクシャルハラスメントについて、見たり聞いたりしたこと
はありますか。（女性のみ）

セクシャルハラスメントを実際に受けた経験はあります
か。（女性のみ）

□セクシャルハラスメントについて

■ 賛成
■ どちらかといえば賛成
■ どちらかといえば反対
■ 反対
■ 分らない
■ 無回答

結婚は
個人の自由

夫は仕事、
妻は家庭

女性は
家族を中心に

必ずしも子どもを
持つ必要はない

相当な理由が
あれば、離婚可

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7.930.153.5
1.7 4.2 2.6

8.221.824.233.39.3
3.2

7.623.626.528.910.5
2.9

9.59.425.048.7
4.4 3.0

16.425.526.512.915.3
3.4

■ 基本的に家族が行うべき　■ 社会がある程度支援する
■ 社会が積極的に支援する　■ 基本的には社会が担うべき
■ その他　　　　　　　　　■ わからない
■ 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10.841.037.4
3.6 2.9 3.60.7

11.549.834.1
1.5 0.8 1.90.4

12.253.433.8
0.3 0.3

9.563.224.3
0.6 0.6 1.20.6

8.667.721.7
1.30.7

17.056.419.1
5.3 1.11.1

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

■ 経験がある　　　　　　■ 見聞したことがある
■ そうしたことはない　　■ 無回答　　　　　　

性的な冗談など

容姿などの話題

身体をさわられた

お酌などの強要

性的な誘い

性的なうわさ話

ヌード写真を見せるなど

その他のセクハラ
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7.467.414.211.0

7.752.117.522.7

7.461.111.220.3

7.447.815.329.5

7.144.820.827.3

7.679.87.4
5.2

7.678.59.3
4.6

7.678.68.0
5.8

経験あり
48.4%

見聞あり
17.4%

なし
27.1%

無回答
7.1%

■ 全く無い　■ 1、2度あった　■ 何度もあった
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大声でどなられる

言葉で傷つけられる

交友関係などを
監視される

無視され続ける

ポルノビデオなどを
見せられる

性的な行為の強要

治療不要な程度の暴力

治療が必要な程度の
暴力

命の危険を感じる暴力

50.0
27.9

17.5

56.6
22.6

16.2

75.1
14.5

5.5

75.1
15.5

3.8

86.9
7.1

0.9

74.6
13.4

6.9

85.0
6.8
3.0

90.7
3.3
0.9

91.8
2.2
1.1
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コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

  

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
募
集

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
募
集

　

市
内
の
立
地
企
業
4
社
で
は

電
話
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
各
社
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

九
州
電
信
電
話
株
式
会
社

通
信
関
連
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

把
握
な
ど
の
業
務

鷹
尾
3
丁
目
4
6
1
6-

1

☎
0
1
2
0-

88-

5
7
0
2

日
本
福
祉
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

南
九
州
セ
ン
タ
ー

介
護
事
業
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
連
の
相
談
に
応
じ
る
業
務

都
北
町
3
5
6
9

☎
47-

1
5
5
5

株
式
会
社
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

化
粧
品
の
販
売
、
問
い
合
わ

せ
受
け
付
け
な
ど
の
業
務

都
北
町
5
5
1
5-

1

☎
47-

1
8
2
1

株
式
会
社
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

都
城
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

開
設
準
備
室

国
内
宿
泊
予
約
の
電
話
受
付

中
町
1-

7  

Ｉ
Ｔ
産
業
ビ
ル

6
階

☎
23-

1
2
8
8

　

愛
媛
県
松
山
市
に
本
社
を
置

く
株
式
会
社
Ｄデ

ィ

オ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

は
、
旅
行
情
報
誌
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
と
宿
泊
予
約
代
行
を
連
携
さ
せ

た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
を

展
開
す
る
企
業
で
す
。
今
回
、
宿

泊
予
約
サ
イ
ト
大
手
の
楽
天
ト
ラ

ベ
ル
株
式
会
社
の
国
内
宿
泊
予
約

を
電
話
で
受
け
付
け
る
業
務
を
行

う
た
め
、
Ｉ
Ｔ
産
業
ビ
ル（
中
町
）

6
階
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
従
業
員
20

人
程
度
で
業
務
を
ス
タ
ー
ト
し
、

徐
々
に
事
業
規
模
を
拡
大
し
て
、

最
終
的
に
は
2
5
0
人
ま
で
雇
用

を
増
や
す
予
定
で
す
。

　

本
市
で
は
事
務
的
職
業
の
求
職

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
進

出
に
よ
っ
て
、
絶
好
の
就
業
機
会

が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
中
心
市

街
地
活
性
化
へ
の
波
及
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
規
立
地
企
業

株
式
会
社
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

　市では新たな雇用の創出、都会からのUターン、I ターン希望者の受け入れ先の確保など、産業の振興によ
る活気に満ちたまちづくり、地域経済の活性化などを目的に、積極的に企業立地を進めています。
　一定の条件を満たす企業への固定資産税の減免、奨励金・補助金の交付などの優遇措置が実を結び、新市発
足からの２年間で新規に進出した企業４社、増設、移設した既存企業が７社という成果を上げています。
 ●問い合わせ　工業振興課　☎ 23-2753

進む  広がる  企業立地進む  広がる  企業立地

求む求む、、元気な企業　元気な企業　
　　集え集え、、元気な人材元気な人材
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まちの話題 まちの話題 

人
生
の
再
ス
タ
ー
ト
を
祝
う

 
山
田
地
区
盛
人
式

　

還
暦
を
迎
え
た
人
た
ち
を
祝
う
「
山
田

地
区
盛せ

い

人じ
ん

式
」
が
1
月
27
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。
12
回
目
と
な
る
今
年
の
盛
人
式
に

は
、
山
田
地
区
に
住
む
43
人
が
参
加
。
式

典
に
続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で
は
、

綾り
ょ
う
し
ん心

塾
長
の
綾
部
正
哉
さ
ん
が
「
還
暦
か

ら
こ
そ
人
生
」
と
題
し
、
定
年
退
職
後
移

り
住
ん
だ
椎
葉
で
の
体
験
談
を
紹
介
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
元
気
で
明
る

く
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。
参
加
し
た
藤
森
征
男
さ
ん
は
「
還

暦
は
人
生
の
再
ス
タ
ー
ト
。無
理
を
せ
ず
、

地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

南
九
州
大
学
を
歓
迎
の
花
で
飾
り
た
い

 

地
域
応
援
団「
か
た
ら
ん
花
」発
足

　

平
成
21
年
4
月
に
開
学
す
る
南
九
州
大

学
を
応
援
し
よ
う
と
、
市
民
有
志
12
人
が

「
か
た
ら
ん
花か

」
を
結
成
。
1
月
27
日
、

最
初
の
活
動
と
し
て
大
学
予
定
地
周
辺
に

プ
ラ
ン
タ
ー
30
個
を
設
置
し
、
大
学
周
辺

の
商
店
主
で
つ
く
る
「
大
学
通
り
会
」
の

4
人
も
参
加
し
て
、
コ
ニ
フ
ァ
ー
や
パ

ン
ジ
ー
な
ど
4
種
類
の
花
木
を
植
え
ま
し

た
。
今
後
は
、
8
月
開
催
予
定
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
際
に
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
行
う
予
定
で
す
。
松
尾
伊
都
子
代
表

は
「
み
ん
な
で
協
力
し
、
大
学
と
学
生
た

ち
を
支
援
し
た
い
」
と
話
し
、
協
力
し
て

も
ら
え
る
個
人
や
企
業
を
募
っ
て
い
ま
す
。

自
由
を
求
め
た
民
衆
の
姿
が
そ
こ
に

 

韓
国
美
術
の
リ
ア
リ
ズ
ム

　

韓
国
激
動
の
時
代
を
反
映
し
た
油
彩
画

や
写
真
、
版
画
な
ど
の
作
品
を
集
め
た
企

画
展「
民
衆
の
鼓
動―

韓
国
美
術
の
リ
ア

リ
ズ
ム
」
が
美
術
館
で
2
月
1
日
か
ら
3

月
16
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
場
で
は
1
9
8
0
年
代
に
高
揚
し

た
民
主
化
運
動
を
背
景
と
し
た「
民
衆
美

術
」
を
中
心
に
韓
国
美
術
を
体
系
的
に
紹

介
、
社
会
や
政
治
の
問
題
と
真
正
面
か
ら

向
き
合
っ
た
力
強
い
作
品
1
0
2
点
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
1
月
31
日
に

行
わ
れ
た
内
覧
会
に
は
約
80
人
が
参
加
、

韓
国
国
立
現
代
美
術
館
の
李イ

権ゴ
ン

鎬フ
ォ

学
芸
士

の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

知
事
の
走
り
に
沿
道
か
ら
も
熱
い
声
援

 

南
九
州
駅
伝
競
走
大
会

　

60
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
南
九
州
駅
伝

競
走
大
会
が
2
月
3
日
、
真ま

さ
き幸

地
区
体
育

館（
え
び
の
市
）
を
ス
タ
ー
ト
し
、
都
城

市
役
所
に
ゴ
ー
ル
す
る
7
区
間
、61
・
25
㌔

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
県
内
外
の
高

校
や
大
学
、
職
場
な
ど
か
ら
45
チ
ー
ム
が

出
場
。
国
分
自
衛
隊
が
通
算
4
回
目
の
優

勝
を
果
た
し
、
地
元
の
都
城
自
衛
隊
も
3

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
国
原
知

事
が
県
庁
チ
ー
ム
の
ア
ン
カ
ー
と
し
て
2

年
ぶ
り
に
出
走
。
沿
道
に
詰
め
掛
け
た
例

年
を
大
幅
に
上
回
る
観
客
の
声
援
に
応
え

な
が
ら
、
志
和
池
小
学
校
前
中
継
所
か
ら

ゴ
ー
ル
ま
で
を
元
気
に
完
走
し
ま
し
た
。
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都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください 

City  Topics 

に
ぎ
わ
い
再
生
に
向
け
た
提
案
続
々

 

ま
ち
な
か
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

中
心
市
街
地
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て

考
え
よ
う
と
、
2
月
6
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス

交
流
プ
ラ
ザ
で
ま
ち
な
か
活
性
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
ち
の
活
性
化

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
示
す
よ
う
に
、

市
内
外
か
ら
3
7
0
人
が
来
場
。
基
調
講

演
で
は
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
藻も

谷た
に

浩
介

さ
ん
が
都
城
市
街
地
の
現
状
を
分
析
し
、

空
き
店
舗
や
土
地
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
提
案
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
も
、
ま
ち
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る

5
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
、
地
域
が
持
つ
魅
力

の
再
発
見
や
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
支
え

る
人
材
の
育
成
が
必
要
と
訴
え
ま
し
た
。

本
物
の
音
色
に
う
っ
と
り

 

本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業

　

一
流
の
舞
台
芸
術
を
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
、
2
月
8
日
、
高
崎
中
学
校
で
「
本

物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
東
京
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
管
弦
楽
団

の
団
員
約
60
人
が
同
校
や
笛
水
中
学
校
の

生
徒
、
保
護
者
ら
4
3
0
人
の
前
で
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
ら
の
代
表
曲
を

披
露
し
た
ほ
か
、
実
際
の
楽
器
を
使
っ
て

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
歴
史
や
構
成
を
解
説
。

未
来
の
指
揮
者
コ
ー
ナ
ー
で
は
生
徒
代
表

の
指
揮
に
合
わ
せ
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
「
運

命
」
を
演
奏
し
た
ほ
か
、
両
校
の
校
歌
を

吹
奏
楽
部
と
共
演
す
る
な
ど
し
て
生
徒
た

ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

飽
き
の
こ
な
い
、趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示

 

商
家
の
ひ
な
ま
つ
り

　

高
城
町
の
旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

で
は
、
4
月
6
日
ま
で
商
家
の
ひ
な
ま
つ

り
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。今
年
は「
雛ひ

な

の
宿
」

を
テ
ー
マ
に
、
座
敷
だ
け
で
な
く
階
段
の

踊
り
場
や
縁
側
な
ど
館
内
の
あ
ら
ゆ
る
場

所
に
62
セ
ッ
ト
、
約
5
0
0
体
の
人
形
を

展
示
。
後
藤
家
伝
来
の
大
正
時
代
の
ひ
な

人
形
や
町
内
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ひ
な
飾
り

を
は
じ
め
、
歴
史
あ
る
磁
器
や
漆
器
を
ひ

な
人
形
に
見
立
て
た
変
わ
り
び
な
、
人
形

が
な
ん
こ
や
百
人
一
首
に
興
じ
る
様
子
を

表
現
し
た
も
の
な
ど
、
一
つ
と
し
て
同
じ

も
の
の
な
い
趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示
で
、

訪
れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

春
の
訪
れ
待
ち
わ
び
た
ベ
ブ
大
暴
れ

 

春
日
神
社（
高
木
町
）の
ベ
ブ
ど
ん

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
ベ
ブ
ど
ん
」（
市

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
2
月
17
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
農
作
業
が
本
格
化
す
る

こ
の
時
期
に
、
地
元
の
保
存
会（
野
崎
俊

一
会
長
、
18
人
）
が
毎
年
行
っ
て
い
る
神

事
芸
能
で
、
親
方
と
下げ

男な
ん

に
ふ
ん
し
た
保

存
会
員
が
し
っ
く
い
製
の
牛（
ベ
ブ
）と
と

も
に
あ
ぜ
塗
り
か
ら
代
か
き
、
種
ま
き
と

い
う
米
作
り
の
流
れ
を
演
じ
、
五ご

こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣

を
願
い
ま
す
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
方

言
で
掛
け
合
い
を
し
た
り
、
ベ
ブ
が
観
客

に
向
か
っ
て〝
暴
走
〞
し
た
り
す
る
た
び

に
、
境
内
に
詰
め
掛
け
た
観
客
の
間
か
ら

は
笑
い
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
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全
日
本
学
生
児
童
発
明
く
ふ
う
展
で

発
明
協
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
福

満
圭け

い
し
ゅ
ん峻
く
ん（
上
長
飯
小
３
年
）。

　

発
明
工
夫
の
楽
し
さ
と
創
作
す
る
喜

び
を
通
じ
て
小
中
学
生
や
高
校
生
の

豊
か
な
観
察
力
と
想
像
力
を
養
う
た
め

に
開
催
さ
れ
て
い
る
同
作
品
展
。
地
方

の
審
査
を
通
過
し
た
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る

7
5
3
作
品
が
出
展
さ
れ
た
こ
の
大
会

で
、
見
事
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
4
月
、
福
満
く
ん
は
市
内
の
発

明
ク
ラ
ブ
に
入
部
。「
図
工
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
工
夫
し
て
作
る
の
が
大

好
き
。
ク
ラ
ブ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
人
と

話
を
し
た
り
、
知
ら
な
い
こ
と
を
教
え

て
も
ら
っ
た
り
し
て
と
て
も
楽
し
い
」

と
話
す
福
満
く
ん
。
夏
休
み
に
出
さ
れ

た
宿
題
を
前
に
何
を
作
ろ
う
か
と
迷
っ

て
い
た
と
き
、「
日
ご
ろ
お
母
さ
ん
が

ご
み
袋
を
1
枚
1
枚
折
り
畳
ん
で
使
っ

て
い
る
の
を
見
て
不
便
だ
な
と
感
じ
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
み
た
い
に
簡
単

に
取
り
出
し
が
で
き
な
い
か
」
と
考
え

ま
し
た
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
出
来
上

が
っ
た
作
品
が
「
ら
く
ら
く
ご
み
ぶ
く

ろ
ボ
ッ
ク
ス
」。
ア
サ
ガ
オ
を
育
て
る

と
き
に
使
っ
た
3
本
の
支
柱
と
2
本
の

コ
イ
ル
ば
ね
を
組
み
合
わ
せ
た
補
助
具

を
3
つ
折
り
の
ゴ
ミ
袋
の
中
に
挟
み
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
で

作
っ
た
ボ
ッ
ク
ス
に
い
れ
て
完
成
。「
ば

ね
の
真
ん
中
を
伸
ば
す
こ
と
で
全
体
が

よ
じ
れ
ず
に
動
か
せ
た
。
ま
た
、
冷
蔵

庫
や
壁
に
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
ボ
ッ
ク

ス
の
裏
側
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
や
穴
を
開
け

て
使
い
や
す
い
よ
う
に
し
た
」
と
満
足

げ
に
話
す
福
満
く
ん
。「
東
京
で
の
授

賞
式
が
楽
し
み
。
来
年
も
お
母
さ
ん
か

ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

全日本学生児童発明くふう展で発明協会会長賞を受賞

福満圭
けい

峻
しゅん

くん

Scenery of a person

入賞作品「らくらくごみぶくろボックス」
［写真提供：社団法人発明協会］
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◎みやこのじょうさんか　　　　　　　　　　　　　Letters To Miyakonojo

学校へ行こう
Profi le プロフィル

I'm proud of my school

「
南
小
の
自
慢
」

 

6
年　

田
中 

真
紀
子 

さ
ん

　

私
は
、
母
が
ブ
ラ
ジ
ル
、
父
が

都
城
出
身
と
い
う
縁
で
、
ど
う
し

て
も
父
が
自
分
の
母
校〝
泉
ケ
丘

高
校
〞
で
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
そ
れ
ま
で
住

ん
で
い
た
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
か

ら
中
学
の
時
に
都
城
に
住
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

都
城
の
お
い
し
い
水
と
空
気
、

そ
し
て
人
の
温
か
さ
は
、
上
京
し

た
今
、
す
ご
く
身
を
も
っ
て
感
じ

て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
を
始
め
る

時
、
や
っ
ぱ
り
半
端
な
気
持
ち
で

は
甘
く
な
い
世
界
だ
と
思
っ
て
い

た
の
で
「
私
は
、
東
京
に
は
仕
事

で
行
き
ま
す
。
で
も
、
私
の
故
郷

都
城
に
は
み
ん
な
が
い
る
。
そ
う

思
っ
て
頑
張
っ
て
く
る
ね
！
」
と

言
っ
て
、
上
京
し
ま
し
た
。
泉
ケ

丘
高
校
で
の
思
い
出
は
、
勉
強
は

も
ち
ろ
ん
、
遠
足
で
行
っ
た
山
登

り
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
体
育
祭
な

ど
で
、
仲
間
と
の
き
ず
な
が
深
ま

り
、
い
ろ
ん
な
国
に
住
ん
で
い
た

私
に
と
っ
て
は
、
根
を
張
っ
た
土

地
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
モ
デ
ル
と
い
う
お
仕
事

で
、
い
ろ
ん
な
現
場
の
さ
ま
ざ
ま

な
状
況
の
中
で
、
大
変
な
事
も

多
々
あ
る
け
ど
、
自
分
の
故
郷
都

城
で
の
仲
間
た
ち
を
思
い
出
し
て

乗
り
越
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自

然
の
中
で
い
っ
ぱ
い
得
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
1
0
0
㌫
仕
事
で
発
揮
し

て
、
良
い
作
品
を
い
つ
も
作
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
自
信
も
、
日
本
で

初
め
て
暮
ら
し
た
都
城
の
お
か
げ

で
す
。
私
の
日
本
語
は
、
都
城
を

離
れ
て
8
年
経
っ
た
今
で
も
、
ま

だ
都
城
弁
の
ま
ま
で
す
。
そ
れ
も

今
で
は
、
愛あ

い

嬌き
ょ
う

が
あ
る
と
親
し
ま

れ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
笑
）

　

私
の
今
年
の
目
標
は
、
モ
デ
ル

活
動
だ
け
で
は
な
く
、
音
楽
や
タ

レ
ン
ト
と
し
て
マ
ル
チ
で
活
躍
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
ま

だ
都
城
に
は
お
仕
事
で
訪
れ
た
事

が
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
今
年
は
凱が

い

旋せ
ん

帰
郷
を
果
た
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
の
ラ
テ
ン
の
血
と
、
都

城
盆
地
の
良
い
所
を
融
合
し
て
、

ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
吉
田
セ
イ
ラ
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
! !

　

南
小
学
校
は
、
今
年
創
立
80
周

年
を
む
か
え
ま
し
た
。
み
ん
な

と
っ
て
も
元
気
が
良
く
、
校
内
は

い
つ
も
明
る
さ
が
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
南
小
の
自
慢
は
、
校
庭

に
咲
く
花
が
と
て
も
美
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
門
か
ら
入
る
と
、

た
く
さ
ん
の
花
が
私
た
ち
を
む
か

え
て
く
れ
ま
す
。
今
は
卒
業
式
の

た
め
に
、
全
校
児
童
が
一
人
一
鉢

で
パ
ン
ジ
ー
や
水
仙
を
育
て
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
の
自
慢

は
、
運
動
場
の
東
側
に
立
派
な
相

撲
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
相
撲
場
は
、
3
年
前
に
地
域

の
人
た
ち
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
相
撲
場
の
あ
る
学
校

は
、
市
内
で
も
南
小
だ
け
だ
そ
う

で
す
。

　

私
た
ち
の
学
校
の
シ
ン
ボ
ル

は
「
あ
お
ぎ
り
」
の
木
で
す
。
こ

の
あ
お
ぎ
り
の
木
は
、
空
高
く
伸

び
た
大
き
な
枝
に
た
く
わ
え
ら
れ

た
青
々
と
し
た
葉
に
生
き
る
力
を

感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
21
世
紀
に

生
き
る
私
た
ち
に
勇
気
と
希
望
を

あ
た
え
て
く
れ

ま
す
。
私
た
ち

は
、
あ
お
ぎ
り

の
木
が
大
好
き

で
す
。

　

南
小
に
は
、

「
南
の
風
は
、

い
つ
も
あ
た
た

か
い
、
見
守
っ

て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
、

登
下
校
や
毎
日
の
生
活
の
中
で
い

つ
も
地
域
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、

見
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
地
域
の
人
々
に
感
謝
し
な
が

ら
、
私
の
大
好
き
な
南
小
が
も
っ

と
良
い
学
校
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

昭和57年生まれ。本名吉田かなえ。10代から20代
女性の人気雑誌「S Cawaii!」のレギュラーモデル。
史上最大級のファッションフェスタ「東京ガールズコ
レクション」に過去連続出演。モデル活動を中心に
テレビタレントなど多方面で活躍中。

吉田　セイラ第27回

南小学校
◎姫城町25-17 ☎22-3430

吉
田 

セ
イ
ラ 

さ
ん

（よしだ　せいら）
Minami Primary SchoolMinami Primary School

◎学校のシンボル
「あおぎり」の木
　この季節には葉を落としているあお
ぎりの木も、春には芽吹き、青々とし
た葉をつけて、子どもたちに勇気と希
望をあたえてくれます。

【
Ⅰ
♥
み
や
こ
ん
じ
ょ
】

LOVE
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都
城
市
奨
学
生

●
対
象

①
奨
学
金
の
交
付
申
請
の
提
出
期
限

日
に
お
い
て
、
保
護
者
が
2
年
以

上
都
城
市
に
在
住
し
て
い
る
人

②
学
校
教
育
法
で
規
定
す
る
高
校
、

高
専
、
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）に
在
学
す
る
人

※
通
信
制
・
定
時
制
課
程
は
除
く

③
学
資
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
人

④
高
校
・
高
専
生
で
給
付
を
受
け
る

人
は
、
宮
崎
県
育
英
資
金
な
ど
、

ほ
か
の
団
体
・
個
人
か
ら
学
資
の

給
付
・
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
人

⑤
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
生
に
つ

い
て
は
、
㈶
都
城
育
英
会
か
ら
奨

学
金
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

※
併
願
可

●
交
付
額
・
募
集
人
数

【
高
校
・
高
専
生（
給
付
）】

　

月
額
8
、0
0
0
円
、
14
人

【
高
校
・
高
専
生（
無
利
子
貸
与
）】

　

月
額
1
万
円
、
32
人

【
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
生

 

（
無
利
子
貸
与
）】　

　

月
額
2
万
5
、0
0
0
円
、
32
人

●
提
出
書
類　

奨
学
金
交
付
申
請

書
、
奨
学
生
推
薦
調
書
、
住
民
票
謄

本
、
在
学
証
明
書
、
平
成
19
年
分
の

所
得
を
証
明
す
る
書
類
な
ど

●
書
類
配
布
場
所　

学
校
教
育
課
、

各
総
合
支
所
学
校
教
育
課
、
各
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
中
学
校
・
高
校

●
申
・
問　

4
月
7
日
㈪
〜
18
日
㈮

に
学
校
教
育
課　

☎
23-

2
1
6
1

ま
た
は
各
総
合
支
所
学
校
教
育
課

都
城
育
英
会
奨
学
生

●
対
象　

次
の
条
件
を
満
た
す
人

①
都
城
市
・
三
股
町
出
身
で
、
保
護

者
が
都
城
市
・
三
股
町
に
居
住
し

て
い
る
人

②
平
成
20
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
、
短
期
大
学
、
専

修
学
校
に
進
学
す
る
人

※
通
信
制
・
定
時
制
は
対
象
外

③
学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀
か
つ
健

康
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
困
難
な
人

●
募
集
人
数　

33
人（
予
定
）

●
貸
与
額　

月
額
3
万
円（
無
利
子
）

●
必
要
書
類　

奨
学
生
願
書
、
奨
学

生
推
薦
調
書
、
住
民
票
謄
本
、
在
学

証
明
書
、
平
成
19
年
分
の
所
得
を
証

明
す
る
書
類
な
ど

●
募
集
要
項　

市
役
所
本
庁
お
よ
び

各
総
合
支
所
の
学
校
教
育
課
、
三
股

町
教
育
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

市
内
・
三
股
の
各
高
等
学
校
で
配
布

●
申
・
問　

4
月
7
日
㈪
〜
18
日
㈮

に
学
校
教
育
課
内
財
団
法
人
都
城
育

英
会
事
務
局　

☎
23-

2
1
6
1

ま
た
は
各
総
合
支
所
学
校
教
育
課

児
童
厚
生
員
・
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
指
導
員

●
対
象　

学
校
・
幼
稚
園
教
諭
免
許

ま
た
は
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

※
新
卒
者
は
3
月
末
日
ま
で
の
資
格

　

取
得
見
込
み
を
含
む

●
定
員　

若
干
名

●
雇
用
期
間　

4
月
1
日
㈫
〜
平
成

21
年
3
月
31
日
㈫

●
勤
務
地
・
勤
務
時
間

①
児
童
館
児
童
厚
生
員

　

市
内
の
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

　

月
〜
土
曜
日
の
10
時
〜
17
時

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

　

都
原
児
童
セ
ン
タ
ー
内

　

月
〜
金
曜
日
の
13
時
〜
18
時

　

土
曜
日
の
8
時
〜
18
時

●
面
接
日
時
・
場
所　

3
月
19
日
㈬

9
時
〜
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
風
園

●
申
・
問　

3
月
17
日
㈪
ま
で
に

履
歴
書
お
よ
び
資
格
証
の
写
し
を
社

会
福
祉
事
業
団
事
務
局（
清
風
園
内
）

へ
持
参　

☎
23-

1
5
5
1

母
子
訪
問
指
導
員

●
内
容　

妊
産
婦
お
よ
び
乳
児
の
家

庭
訪
問
に
よ
る
保
健
指
導

●
対
象
・
定
員　

保
健
師
ま
た
は
助

産
師
の
資
格
を
有
す
る
人
、
若
干
名

●
委
嘱
期
間　

4
月
1
日
㈫
〜
平
成

21
年
3
月
31
日
㈫　

●
申
・
問　

3
月
21
日
㈮
ま
で
に

履
歴
書
お
よ
び
資
格
を
証
明
す
る
も

の
の
写
し
を
こ
ど
も
課
へ
提
出

☎
23-

2
6
8
4

市
役
所
非
常
勤
嘱
託
職
員

【
学
校
給
食
調
理
業
務
】

●
対
象　

健
康
で
体
力
に
自
信
の
あ

る
人（
調
理
師
優
遇
）

●
賃
金　

月
額
13
万
円

※
通
勤
手
当
無
し

●
定
員　

10
人
程
度

●
勤
務
地　

高
城
・
山
田
・
高
崎
の

各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

●
勤
務
時
間　

8
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　
　
　

週
37
・
5
時
間

●
申
・
問　

3
月
17
日
㈪
ま
で
に
、

履
歴
書
お
よ
び
調
理
師
資
格
を
証
明

す
る
も
の
の
写
し
を
職
員
課
へ
提
出

☎
23-

2
1
1
9

み
や
ざ
き
農
業
実
践
塾

実
践
コ
ー
ス
塾
生

　

県
立
農
業
大
学
校
で
、
1
年
間
ま

た
は
半
年
間
、
就
農
に
必
要
な
野
菜

な
ど
の
栽
培
に
つ
い
て
の
実
践
的
な

知
識
、
技
術
を
修
得
し
ま
す
。

●
対
象　

宮
崎
県
内
で
就
農
を
予
定

し
て
い
る
人

●
期
間　

7
月
〜
平
成
21
年
6
月
の

1
年
間
ま
た
は
半
年
間

●
研
修
費

　

1
年
間　

2
万
4
、0
0
0
円

　

半
年
間　

1
万
2
、0
0
0
円

●
入
塾
審
査　

書
類
審
査
・
面
接

●
申
・
問　

4
月
30
日
㈬
ま
で
に

宮
崎
県
立
農
業
大
学
校
農
業
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー（
高
鍋
町
）

☎
0
9
8
3-

23-

7
4
4
7
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県
立
宮
崎
東
高
校
通
信
制

●
定
員　

3
0
0
人（
転
編
入
を
含

む
）

●
学
習
方
法　

自
宅
で
の
レ
ポ
ー
ト

作
成
を
中
心
と
す
る
自
学
自
習
が
原

則
で
、
月
2
〜
3
回
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
に
出
席

●
資
格　

中
学
卒
業
ま
た
は
同
程
度

の
学
力
を
有
す
る
人

●
出
願
期
間

　

3
月
13
日
㈭
〜
28
日
㈮

●
選
抜
検
査　

作
文
、
面
接
、
出
願

書
類
に
よ
り
選
考

※
転
編
入
学
は
別
日
程
で
募
集

●
問　

県
立
宮
崎
東
高
校
通
信
制

　
　
　

☎
0
9
8
5-

27-

7
7
9
4

 

催　

し

Event

第
21 
回
都
城
弓
ま
つ
り

全
国
弓
道
大
会

●
日
時
・
内
容

◎
3
月
29
日
㈯　

9
時
〜
、
開
会
式

中
学
生
・
高
校
生
の
部

◎
3
月
30
日
㈰　

9
時
〜

　

一
般
の
部

●
場
所

　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
競
技
種
目　

近
的

●
問　

都
城
観
光
協
会

　
　
　

☎
23-

2
4
6
0

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７

●
日
時　

3
月
23
日
㈰

　
　
　
　

9
時
〜
12
時

●
場
所　

姫
城
市
民
広
場

※
雨
天
時
は
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

タ
ー

●
内
容　

ボ
ー
ル
遊
び
、
サ
ッ
カ
ー

ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
ほ
か

●
参
加
資
格　

6
歳
以
下
の
幼
児
お

よ
び
そ
の
保
護
者

●
費
用　

1
0
0
円（
傷
害
保
険
料
）

●
申
・
問　

氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先

を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
都
城
市

サ
ッ
カ
ー
協
会（
半
代
）

☎
・
Fax 

39-
0
2
2
4

押
尾
コ
ー
タ
ロ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

4
月
14
日
㈪

　
　
　
　

19
時
開
演　

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
料
金　

全
席
指
定
5
、0
0
0
円

●
一
般
発
売
開
始　

2
月
17
日
㈰

●
問　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　

☎
23-

7
1
4
0

金
御
岳
春
ま
つ
り

●
日
時　

3
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　

10
時
〜
15
時　

※
雨
天
決
行

●
場
所

　

金
御
岳
公
園
サ
シ
バ
の
館
前

●
内
容　

地
区
内
芸
能
、
演
芸
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
抽
選
会

●
問　

中
郷
商
工
会

　
　
　

☎
39-

0
3
3
4

春
だ
！

わ
く
わ
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●
日
時　

3
月
30
日
㈰

　
　
　
　

9
時
30
分
出
発

●
集
合　

く
ま
そ
広
場
、
9
時

●
コ
ー
ス　

く
ま
そ
広
場
↓
母
智

丘
神
社
↓
桜
並
木
往
復（
約
10
㌔
）

※
説
明
ガ
イ
ド
付
き
ツ
ア
ー
で
す

●
定
員　

1
0
0
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

の
こ
と

●
参
加
料　

3
0
0
円
（
昼
食
に
豚

汁
・
お
に
ぎ
り
付
き
、
保
険
料
込
み
）

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

当
日
の
受

付
や
先
導
役
、
昼
食
時
の
配
膳
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す

●
申
・
問　

3
月
14
日
㈮
ま
で
に

　

都
城
観
光
協
会
事
務
局

　

☎
23-

2
4
6
0

 
講
座・教
室

Course

・Class
こ
い
の
ぼ
り
陶
芸
教
室

　

5
月
の
節
句
に
向
け
、
手
作
り
の

こ
い
の
ぼ
り
陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

4
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰

●
時
間　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

竹ち
く
ら楽

館（
高
城
町
石
山
）

●
費
用　

1
、0
0
0
円

●
申
・
問　

4
月
4
日
㈮
ま
で
に

　

竹
楽
館　

☎
58-

6
1
5
0

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

　

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
産
着
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族

で
、
2
回
と
も
参
加
で
き
る
人

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
定
員　

15
組（
要
申
込
）

●
費
用　

布
代
3
0
0
円
程
度

【
１
回
目
】

●
日
時　

3
月
17
日
㈪

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●
内
容　

妊
娠
中
の
お
話
、
産
着
の

作
り
方
の
説
明

【
２
回
目
】

●
日
時　

3
月
21
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
内
容　

産
着
を
実
際
に
作
る

●
申
・
問　

こ
ど
も
課　

　
　
　
　
　

☎
23-

2
6
8
4

健
康
教
室（
無
料
）

●
日
時
・
内
容

3
月
21
日
㈮　

肺
が
ん
の
話

4
月
18
日
㈮　

糖
尿
病
の
話

5
月
16
日
㈮　

糖
尿
病
の
食
事
療
法

6
月
20
日
㈮　

高
脂
血
症
の
話

●
時
間　

15
時
〜
16
時

●
場
所　

三
州
病
院
（
花
繰
町
）

●
定
員　

45
人

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●
申
・
問　

三
州
病
院

　
　
　
　
　

☎
22-

0
2
3
0
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暮らしの情報
よ
か・
余
暇
・
楽
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

初
め
て
の
人
で
も
楽
し
く
学
べ
ま

す
。

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
】

●
日
時

①
毎
月
第
1
・
2
・
3
金
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時

②
毎
月
第
1
・
2
・
3
水
曜
日

　

19
時
30
分
〜
21
時

●
場
所　

フ
ラ
ワ
ー
ズ
花
由（
大
王
町
）

●
費
用　

1
回
5
0
0
円
〜
7
5
0

円（
人
数
に
よ
っ
て
変
り
ま
す
）

※
教
材
費
は
別
途
必
要
で
す

●
申
・
問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

教
育
集
会
所
主
催
教
室

 

一
般
成
人
の
初
心
者
が
対
象
で
、

開
講
期
間
は
5
月
〜
翌
年
3
月
の
予

定
で
す
。
教
室
生
は
別
途
計
画
の
人

権
講
座
を
年
1
回
受
講
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
受
講
料　

年
間
4
、0
0
0
円
程

度（
教
材
費
・
資
材
費
別
途
）

【
広
原
教
育
集
会
所
】

●
内
容（
定
員
）・
日
時

◎
太
極
拳（
35
）　

第
1
・
3
火
曜
日

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
水
彩
画（
20
）　

第
1
・
3
火
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◎
民
踊（
25
）　

第
1
・
3
水
曜
日

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
料
理（
20
）　

第
1
・
3
木
曜
日

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
社
交
ダ
ン
ス

（夜）（
20
） 

第
1
・
3

　

木
曜
日　

20
時
〜
22
時

◎
生
け
花（
25
）　

第
1
・
3
金
曜
日

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
社
交
ダ
ン
ス

（昼）（
20
） 

第
2
・
4

　

月
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
パ
ソ
コ
ン

（昼）（
20
）　

第
2
・
4

　

火
曜
日　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
の
こ
と

◎
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー（
15
） 

第
2
・
4

　

水
曜
日 

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
書
道（
20
）　

第
2
・
4
水
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス（
25
）

　

第
2
・
4
木
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◎
パ
ソ
コ
ン

（夜）（
20
）　

第
2
・
4

　

木
曜
日　

20
時
〜
22
時

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
の
こ
と

◎
カ
ラ
オ
ケ（
40
）　

第
2
・
4

　

金
曜
日　

20
時
〜
22
時

●
申　

3
月
17
日
㈪
〜
4
月
18
日
㈮

の
9
時
〜
16
時
に
本
人
が
直
接
広
原

教
育
集
会
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

●
問　

広
原
教
育
集
会
所

　
　
　

☎
24-

4
4
7
7

【
梅
北
教
育
集
会
所
】

●
内
容
・
日
時

◎
生
け
花　

第
2
・
4
木
曜
日

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
社
交
ダ
ン
ス　

第
2
・
4
水
曜
日

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
書
道　

第
2
・
4
月
曜
日

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
舞
踊　

第
2
・
4
金
曜
日

　

20
時
〜
22
時

◎
俳
句　

第
3
火
曜
日

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
手
芸　

第
1
・
3
火
曜
日

　

20
時
〜
22
時

◎
園
芸（
菊
作
り
）　

第
1
・
3
水
曜

　

日　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◎
カ
ラ
オ
ケ　

第
2
・
4
火
曜
日

　

20
時
〜
22
時

◎
絵
画（
水
彩
・
油
絵
）　

第
1
・
3

　

水
曜
日　

9
時
〜
11
時

◎
ヨ
ガ　

第
2
・
4
金
曜
日

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
料
理　

第
2
・
4
火
曜
日

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
大
正
琴　

第
2
・
4
火
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◎
フ
ラ
ダ
ン
ス　

第
1
・
3
金
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
定
員　

各
教
室
10
〜
20
人
程
度

●
申　

3
月
17
日
㈪
〜
4
月
18
日
㈮

の
9
時
〜
16
時
に
本
人
が
梅
北
教
育

集
会
所
へ
お
い
で
い
た
だ
く
か
、
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
問　

梅
北
教
育
集
会
所

　
　
　

☎
39-
0
2
8
8

 

相　

談

Counseling

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士

に
よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
程
・
場
所

3
月
21
日
㈮　

13
時
30
分
〜
14
時

高
崎
総
合
支
所
2
階
大
会
議
室

3
月
24
日
㈪　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

●
問　

こ
ど
も
課

　
　
　

☎
23-

2
6
8
4

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

3
月
19
日
㈬　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

3
月
25
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相

談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23-

7
1
5
7

産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

3
月
18
日
㈫　

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
な
ど

●
問　

工
業
振
興
課

　
　
　

☎
23-

2
7
5
3



23　Miyakonojo City Public Relations 2008.3

Information 申は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。
 

お
知
ら
せ

Inform
ation

固
定
資
産
課
税
台
帳

閲
覧
・
縦
覧（
無
料
）

●
期
間　

4
月
1
日
㈫
〜
30
日
㈬

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

●
時
間　

8
時
30
分
〜
17
時

※
12
時
〜
13
時
は
除
く

【
閲
覧
】

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
自
分
の
資
産
の
所
在
地
や
地
番
、

評
価
額
、
税
額
な
ど
を
確
認
で
き
ま

す●
場
所　

資
産
税
課（
西
館
2
階
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
財
務
課
、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー

●
閲
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者（
所
有
者
）

●
閲
覧
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
納
付
書
、
免
許
証
な
ど

※
代
理
の
場
合
は
納
税
義
務
者
が
押

印
し
た
委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑

【
縦
覧
】

　

市
内
に
あ
る
土
地
・
家
屋
に
つ
い

て
登
録
さ
れ
た
価
格
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

●
場
所　

資
産
税
課（
西
館
2
階
）

●
縦
覧
で
き
る
人

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
〜
市
内
に

所
在
す
る
土
地
を
所
有
し
て
い
る

納
税
者
お
よ
び
そ
の
代
理
人

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
〜
市
内
に

所
在
す
る
家
屋
を
所
有
し
て
い
る

納
税
者
お
よ
び
そ
の
代
理
人

●
縦
覧
で
き
る
内
容

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
〜
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
〜
所
在
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
評
価
額

※
納
税
者（
所
有
者
）
の
住
所
、
氏

名
、
課
税
標
準
額
、
税
額
に
つ
い

て
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん

●
縦
覧
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
納
付
書
、
免
許
証
な
ど

※
代
理
の
場
合
は
納
税
者
が
押
印
し

た
委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑

●
問　

資
産
税
課

　
　
　

☎
23-

2
1
2
4

　
　
　

各
総
合
支
所
財
務
課

　
　
　

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
申

請
は
、
治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す

る
年
度
の
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

20
年
2
月
29
日
ま
で
に
治
療
が
終
了

し
た
場
合
は
、
平
成
20
年
3
月
31
日

ま
で
が
申
請
受
付
期
間
で
す
。
内
容

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
平
成
20
年
3
月
中
に
治
療
が
終
了

し
た
場
合
は
、
平
成
20
年
4
月
30

日
ま
で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

●
問　

都
城
保
健
所

　
　
　

☎
23-

4
5
0
4

万
一
の
事
故
に
備
え
て

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

平
成
20
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
受
け
付
け
が
3
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
。子
ど
も
会
、運
動
ク
ラ
ブ
、文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
5
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま

す
。
加
入
依
頼
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
各
総
合
支
所
の
生
涯
学
習
課
、

各
地
区
公
民
館
、
都
城
運
動
公
園
体

育
館
事
務
所
、
早
水
公
園
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、前
年
度
加
入
の
団
体
に
は
、

3
月
上
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

●
対
象　

グ
ル
ー
プ（
団
体
）活
動

中
の
事
故
、
グ
ル
ー
プ（
団
体
）活

動
へ
の
往
復
中
の
事
故

●
保
険
期
間　

4
月
1
日
か
ら
翌
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
、
4
月
1
日
以

降
の
入
金
の
場
合
は
入
金
日
の
翌
日

よ
り
保
険
は
有
効

●
手
続
方
法　

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
加
入

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は「
す
ぽ
安
ね
っ
と
」ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
加
入
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク

セ
ス
し
、
加
入
後
、
コ
ン
ビ
ニ
で
掛

け
金
を
入
金
し
て
く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sportsanzen.org

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
シ
ス
テ
ム

「
す
ぽ
安
ね
っ
と
」

http://w
w
w
.spokyo.jp/spoannet.htm

l
◎
銀
行
な
ど
で
の
加
入

　

加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、掛
け
金
を
添
え
て
指
定
銀
行（
宮

崎
銀
行
）の
窓
口
に
提
出
く
だ
さ
い

※
宮
崎
銀
行
か
ら
の
掛
け
金
振
り
込

み
に
は
一
律
50
円
の
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
銀
行
・

郵
便
局
に
つ
い
て
は
各
金
融
機
関

の
通
常
振
り
込
み
手
数
料
が
か
か

り
ま
す

●
申
・
問

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎
県
支
部

　

☎
0
9
8
5-

55-

3
1
3
6

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
23-

9
5
4
6

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

平
成
８
年
 12
月
以
前
に
旧
姓
で

年
金
に
加
入
し
て
い
た
人

　

年
金
記
録
漏
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
と
り

わ
け
多
い
の
が
、
基
礎
年
金
番
号
導

入
前
に
旧
姓
で
年
金
制
度
に
加
入
し

た
場
合
。
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ

か
な
い
年
金
記
録
の
中
に
は
、
結
婚

な
ど
に
よ
り
名
字
を
変
更
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
記
録
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
左
記
の
問
い

合
わ
せ
先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問　

都
城
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　

☎
23-

2
5
7
1

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0-

0
5
8-

5
5
5
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暮らしの情報
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

消
防
庁
で
は
、「
火
は
見
て
る　

あ
な
た
が
離
れ
る　

そ
の
時
を
」
を

統
一
防
火
標
語
に
掲
げ
、
3
月
1
日

㈯
か
ら
7
日
㈮
ま
で
の
7
日
間
、
全

国
的
に
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一

層
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
火

災
の
発
生
を
防
止
し
、
火
災
に
よ
る

死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
問　

消
防
局
予
防
課

　
　
　

☎
22-

8
8
8
4

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

た
め
ら
わ
ず
に
通
報
を
！

　

平
成
18
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
高

齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
を
発
見
し

た
場
合
、
速
や
か
に
通
報
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

同
時
に
、
通
報
受
理
者（
市
職
員
な

ど
）
に
も
、
通
報
者
や
届
出
者
を
特

定
す
る
情
報
に
つ
い
て
守
秘
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
か
し
い
の

で
は
…
と
感
じ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず

に
市
の
相
談
窓
口
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
虐
待
通
報
・
相
談
窓
口

　

健
康
長
寿
課　

　

☎
23-

3
1
8
4

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

悪
質
な
訪
問
販
売

　

緊
急
地
震
速
報
の
受
信
装
置
や
住

宅
用
火
災
警
報
器
、
消
火
器
の
悪
質

な
訪
問
販
売
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

信
用
で
き
る
販
売
店
か
ら
購
入
す
る

な
ど
し
て
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
十

分
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

国
・
県
・
市
職
員
や
消
防
局
職
員
と

偽
っ
て
訪
問
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
職
員
が
器
具
の
販
売
や
設

置
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
商
品
の
訪
問
販
売
に

つ
い
て
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問　

生
活
文
化
課

　
　
　

☎
23-

7
1
8
3

補
助
事
業
説
明
会

市
民
公
益
活
動
支
援
事
業

　

市
民
活
動
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
自

ら
企
画
・
実
施
す
る
公
益
活
動
に
対

し
て
、
そ
の
事
業
費
の
一
部
を
補
助

す
る
事
業
で
す
。

　

補
助
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

4
月
6
日
㈰　

　
　
　
　

10
時
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

●
申
・
問　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　

☎
23-

7
1
4
6

産
学
官
連
携
に
よ
る
技
術
開
発
支
援
事
業

地
区
別
説
明
会・相
談
会

　

県
内
企
業
な
ど
に
対
し
、
各
種
技

術
開
発
支
援
制
度
に
つ
い
て
広
く
情

報
発
信
を
行
い
、
新
事
業
や
新
分
野

進
出
の
取
り
組
み
を
促
進
し
、
地
域

産
業
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
24
日
㈪

　
　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

ホ
テ
ル
中
山
荘

●
内
容

①
事
例
発
表

②
支
援
事
業
制
度
説
明　

③
個
別
相
談
会

●
対
象　

県
内
企
業
、
技
術
開
発
支

援
に
関
心
の
あ
る
人

●
定
員　

50
人
程
度

●
費
用　

無
料

●
申
・
問　

3
月
14
日
㈮
ま
で
に

宮
崎
県
産
業
支
援
財
団
産
学
官
連
携

促
進
課

☎
0
9
8
5-

74-

3
8
5
0

４
月
か
ら
産
業
廃
棄
物
に
な
り
ま
す

木
製
パ
レ
ッ
ト

　

貨
物
の
流
通
に
使
用
し
た「
木
製

パ
レ
ッ
ト
」
が
、
4
月
か
ら
産
業
廃

棄
物
扱
い
に
な
り
ま
す
。
清
掃
工
場

に
は
搬
入
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問　

清
掃
工
場

　
　
　

☎
23-

0
2
7
7

宝
く
じ
ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
劇
場

公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

　

5
月
24
日
㈯
開
催
の「
宝
く
じ
ふ

る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
劇
場
in
み
や
こ
ん

じ
ょ
」
で
、
吉
本
新
喜
劇
の
舞
台
に

参
加
す
る
地
元
出
演
者
の
公
開
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

5
月
10
日
㈯　

　
　
　
　

14
時
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
そ
の
他　

年
齢
、
性
別
な
ど
一
切

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

●
申
・
問　

4
月
20
日
㈰
ま
で
に

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
生
活
文
化
課（
〒
885-

8
5
5
5
）

☎
23-

2
1
3
2 

Fax 

23-

3
2
2
3

Ｅ
メ
ー
ル

hall@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

年
間
利
用
者
調
整
会
議

　

平
成
20
年
度
に
大
会
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
使
用
す
る
団
体
の
日
程
調
整

を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

3
月
27
日
㈭　

　
　
　
　

19
時
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
問　

姫
城
地
区
体
育
協
会（
上
森
）

　

☎
0
9
0-

8
2
9
9-

9
9
8
1
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Information 申は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。
 

お
知
ら
せ

Inform
ation

高
齢
者･
障
が
い
者
住
宅
改
造

介
護
保
険
住
宅
改
修
研
修

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
住
宅
改
造
、介
護

保
険
住
宅
改
修
の
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所　

3
月
17
日
㈪　

10
時
〜
12
時　

中
央
公
民
館

●
対
象　

高
齢
者･

障
が
い
者
住
宅

改
造
お
よ
び
介
護
保
険
住
宅
改
修
の

施
工
事
業
者
ほ
か

●
内
容

◎
研
修
〜
社
会
福
祉
士
二
見
将
吾
さ

ん
に
よ
る
講
演
「
住
宅
改
修
・
改

造
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
留
意

点
」

◎
事
業
説
明
〜
平
成
20
年
度
住
宅
改

造
助
成
事
業
お
よ
び
介
護
保
険
住

宅
改
修
に
つ
い
て

●
申
・
問　

3
月
10
日
㈪
ま
で
に

　

介
護
保
険
課　

☎
23-

2
1
1
4

小
学
校
入
学
予
定
の
皆
さ
ん
へ

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　

平
成
19
年
4
月
か
ら
今
ま
で
の
間

に
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
2
期
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

人
は
、
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

●
対
象　

平
成
13
年
4
月
2
日
〜
平

成
14
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
今
ま

で
に
麻
し
ん
予
防
接
種
の
み
接
種
し

た
人
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
の
み
接

種
し
た
人
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
両
方
接
種
し
た
人
、
ど
ち

ら
も
接
種
し
て
い
な
い
人

●
接
種
期
間　

3
月
31
日
㈪
ま
で

●
問　

こ
ど
も
課

　
　
　

☎
23-
2
6
8
4

市
営
墓
地
使
用
の
皆
さ
ん

　

彼
岸
も
近
づ
き
、
墓
参
り
の
機
会

が
増
え
て
き
ま
す
が
、
市
営
墓
地
内

で
置
引
き
、
車
上
荒
ら
し
な
ど
の
盗

難
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
水
く

み
や
花
あ
げ
な
ど
目
を
離
し
た
わ
ず

か
な
時
間
に
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
車
に
は
施
錠
を
、
貴
重
品
は

手
放
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で
盗
難
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
自
己
防
衛
に
努
め
ま

し
ょ
う
。 

万
一
、
被
害
に
遭
っ
た

と
き
は
、
速
や
か
に
墓
地
管
理
事
務

所
へ
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
必
ず
最

寄
り
の
交
番
へ
被
害
届
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問　

環
境
政
策
課

　
　
　

☎
23-

2
1
3
0

年
金
受
給
者
説
明
会（
無
料
）

　

年
金
証
書
が
届
い
て
間
も
な
い
人

を
中
心
に
、
社
会
保
険
労
務
士
が
詳

し
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
27
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜 

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
当
日
参
加
も
可

●
申
・
問　

宮
崎
県
年
金
受
給
者
協

会　

☎
0
9
8
5-

22-

6
0
7
5

農
地
標
準
小
作
料
の
改
訂

　

2
月
か
ら
農
地
の
標
準
小
作
料

（
参
考
小
作
料
）
が
改
訂
さ
れ
ま
し

た
。
次
の
標
準
額
を
目
安
に
貸
し
手

と
借
り
手
の
双
方
で
話
し
合
っ
て
実

際
の
小
作
料
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

●
田
の
部（
10
㌃
当
た
り
）

上
田（
米
収
量
5
5
0
㌔
）

1
万
4
、0
0
0
円

中
田（
米
収
量
5
3
0
㌔
）

1
万
円　

下
田（
米
収
量
5
1
0
㌔
）

7
、0
0
0
円

●
畑
の
部（
10
㌃
当
た
り
）

飼
料
畑
〜
7
、0
0
0
円

露
地
野
菜
〜
8
、0
0
0
円（
参
考
）

●
問　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
23-

7
8
6
8

休日急病診療機関

●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
3/16

（日）
柏村内科（内・消・循・呼） 22-2616
ベテスダクリニック（内） 22-1700
政所医院（内・小） 58-2171
ながはま整形外科（整） 46-7188
姉川医院（皮・泌） 22-2205
かみながえクリニック（耳鼻）25-0224
一万城安楽歯科医院 26-1118

3/20
（木）

田口クリニック（内） 24-0600
とくとめクリニック（内・循・消） 26-1820
海老原内科（内・小） 64-1211
飯田整形外科クリニック（整）46-5115
横山病院（泌） 22-2806
西浦耳鼻科（耳鼻） 22-0715
いままち歯科医院 39-0368

3/23
（日）

城南病院（小・内） 26-3662
いづみ内科（内） 22-7111
坂田医院（内・消・胃） 51-2003
柳田病院（脳・外） 22-4862
安藤医院（消・外・内） 39-2226
宮田眼科（眼） 22-1441
荒武歯科医院 58-2069

3/30
（日）

坂元医院（内・胃） 22-0360
冨田医院（内・小） 23-4586
大岐医院（内・胃・外） 57-2025
三州病院（外・胃・内） 22-0230
とまり内科外科胃腸科（内・外・胃） 52-1135
北原医院（産・婦） 22-4133
いがらし歯科医院 25-1525

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎ 23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）
で確認してください
◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp
●休日当番薬局
3/16 ㈰ 調剤日研、トロン、高城、みやこ、

薬研調剤
3/20 ㈭ ハートフル、つくし、調剤日研
3/23 ㈰ マーガレット、東町、とよみつ調剤、

調剤くらはら、ひむか調剤蔵原店、ひかり
3/30 ㈰ かじや牟田町店、サンエイ、

そうごう花繰店、大光
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●問い合わせ　生活文化課・国際交流推進担当　☎ 23-2295

広報カレンダー
Event
Calendar

　●問い合わせ　図書館　☎ 22-0239

読み聞かせの部屋

図書館だより

休 館 日 3月17・20・24・31日
4月3・7・14日

開館時間 9：30～18：50

3/16
～4/15

3月

22日㈯
17:00～

ムジカの夕べ「原田康子ソロコンサート」
［交流プラザ］
問都城まちづくり株式会社　☎ 26-1100

23日㈰
9:00～

「キッズサッカーフェスティバル」
［姫城公園運動広場］
問都城市サッカー協会（半代）　☎ 090-7390-0748

25日㈫～
4月6日㈰
［予定］

もちお桜まつり
［母智丘公園］
問都城観光協会　☎ 23-2460

27日㈭
8:30～

ラスパたかざき杯パークゴルフ大会
［高崎パークゴルフ場］
問高崎パークゴルフ場　☎ 45-8600

29日㈯・
30日㈰

都城弓まつり　全国弓道大会
［早水公園体育文化センター］
問都城観光協会　☎ 23-2460

29日㈯
19:00～

ラウンジコンサート「ＴＨＥ　ＪＡＺＺ」　［交流プラザ］
問都城まちづくり株式会社　☎ 26-1100

30日㈰
10:30～

さくらフェスタ高城　［観音池公園］
問高城町商工会　☎ 58-2020

4月

6日㈰
9:00～

道の駅山之口　春の感謝祭　［道の駅山之口］
問道の駅山之口　☎ 57-5222

6日㈰
10:00～

高崎ふれあい祭り　［高崎総合公園多目的広場］
問高崎町商工会　☎ 62-3131

着てみませんか？
　「おばあさん、その民族衣装似合っているよ」「あら、
そう !?　ありがとう～」と言うおばあさんの目は子どもみた
いに輝いていた。服を着替えるだけで人の表情がこんな
に変わるんだなぁと思いながら、私は次の人に声を掛けた。

「おじいさんも着てみない？」「よし、おれも！」大きな眼
鏡をかけ、まじめな顔で講演を聞いていたおじいさんが、
笑顔を浮かべながら挑戦。着付けが終わるとまた不思議
な変身。「おじいさんはこんなに楽しそうな表情をするん
だねぇ」と思っているうちに、会場は「カッコイイね」「そ
れを着たままモンゴルへ行けばいいよ」という拍手と笑い
声でいっぱいになっていた。今日の仕事は高齢者クラブ
でのモンゴル紹介だった。講演が終わり、職場に戻った
私は一日中笑顔だった。ただの民族衣装試着でも大きな
喜びと感動をくれるすてきな交流になるんだという事を教
えてもらった日だった。これからもさまざまな異文化交流を
したい。試着してみませんか？　私の国の民族衣装を！

本とお話の会
●日時・内容　
　4月12日（土）　14：30～　うかれたバイオリン
おはなしのへや “そらまめ”
●日時　3月27日（木）　11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子
都城おかしむじ会　愉快な四人語り
　4人の語り部による方言を使った昔話語りです。
●日時　4月5日（土）　14：30 ～ 15：00
●対象　児童から大人まで
●演目　鼻うらない、ざしきわらし、野ぎつねの話

※3月16日～4月15日の日程※ [　　]内は場所、問は問い合わせ先

日　程 巡　回　場　所 巡回時間

4/9 ㈬
県営北原団地
丸野小学校
高城地区公民館

10：50～11：20
13：00～13：50
14：30～15：30

4/8 ㈫ 夏尾小学校
菓子野小学校

13：00～13：30
14：30～16：00

3/19 ㈬ 川東小学校
志和池小学校

13：00～14：00
14：30～16：00

4/15 ㈫ 御池小学校
庄内小学校

13：00～13：30
14：30～16：00

3/18 ㈫ 中郷地区公民館
安久小学校

11：00～11：30
13：00～14：00

4/12 ㈯
久保原西自治公民館
鷹尾5丁目自治公民館
市営都原団地

13：00～13：40
14：00～14：30
14：50～15：20

3/21 ㈮
4/11 ㈮ 木之川内小学校 14：00～16：00

移動図書館

くれよん号巡回予定

国際交流員
のひとりごと

ツェンデスレンさん
（モンゴル） Vol.8

◉家庭の不要な本を募集しています
　図書館では、寄贈本を市民に提供するイベント「図
書ふれあい広場」用の本を一年を通して募集してい
ます。引っ越しなどのあるこの時期、ご家庭で不要
になった本がありましたらご寄贈ください。

●募集期間
　開館日のうち、火～土曜日の９時 30 分～ 17 時

●種類（ジャンル） 児童図書・文学・実用書・コミック
※汚れ、落書きや記名のあるもの、および全集・

百科事典、使えなくなった実用書はお断りします

●受付場所　図書館2階事務室
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編 集 後 記

　
※3月16日～4月15日の日程

総合文化ホールで行われたアレンジャーズサミッ
トを取材する機会に恵まれた。一流の作・編曲
家が一堂に会したこの企画、楽曲はもちろん演
奏もすばらしく、カメラのシャッター音で演奏を
邪魔しないよう気をつかいながらの取材となっ
た。地元で一流の芸術に触れられる機会が増え
たことに感謝するとともに、CDやテレビでは味
わえない本物の魅力をより多くの市民にも味わっ
てもらいたいと思った。今後の企画にも期待。（一）

問①昨年に引き続き今年も都城でキャンプ
を行ったプロサッカーチームで、今月号
の表紙にも使われているのはＦＣ○○

問②都城と島津家とのつながりを紹介した
特集は「○○○○○○学」のススメ

問③国の重要無形文化財にも指定されてい
る山之口麓文弥節人形浄瑠璃や山之口
の歴史をたどる資料が常設展示されて
いるのは○○の館（ヒント裏表紙）

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、
氏名、電話番号と、わたしの一言、3月号
を読んでの感想を書いて、〒885-8555　
市役所秘書広報課まで。正解者の中から
抽選で１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受付、
当選者への商品の発送以外には利用いたしません

◎プレゼント
ウエルネスブランド
推奨品セット

特別栽培米ぼんち
育ち 2 ㌔、都城茶
さぎり、地大豆み
そ、有機らっきょう甘酢漬け

◎商品取り扱い事業者
「道の駅」都城（都北町）　☎ 38-4561

◎応募締切　3月31日㈪　当日消印有効
◎発　　表　本紙5月号
◎１月号当選者　谷山  峰夫さん（都北町）
市の財政状況、環霧島会議じっくり読ませ
てもらいました。ますます明るい都城になり
ますよう願っています。

施設案内　　広報クイズ第27回

 1月号クイズ結果　応募総数 86通
 ◎正　解　①モグラウッ  ②環霧島会議 
 　　　　　③自由回答

市の提供番組案内
■テレビ
•BTVケーブルテレビ（5ch）

　＜今後の放送予定＞
　3月21日～31日
　　「道の駅山之口春の感謝祭」
　4月1日～10日
　　「特定健診って何？」
　4月11日～20日
　　「長峯市長の市政リポート⑤」

■ラジオ
•MRTラジオ（AM放送  936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）
　15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています
出演については、経営戦略課（☎23‐2115）

•シティエフエム都城（FM放送  76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週：月～金曜日
　10：00 ～ 10：05
　16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを
放送します
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
（12：00 ～13：00）でも、市政情報や
市民活動の紹介などを放送しています

都城市現住人口
平成20年2月1日現在 （前月比）
世　帯　数　　69,590世帯 （　　　-39）
人口総数　169,291　人 （　　　-93）
　　　男　　79,280　人 （　　　-70）
　　　女　　90,011　人 （　　　-23）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

今月の表紙
春季スポーツキャンプ
　サッカーＪ１のＦＣ東京をはじめ、韓
国Ｋリーグの釜山アイパークやプロ野
球独立リーグに参加する群馬ダイヤ
モンドペガサスなど多くのチームが訪
れた都城の春季スポーツキャンプ。
昨年に引き続きＦＣ東京のキャンプ
地となった高城運動公園では、2月
17日に市内のサッカー少年を対象に
したサッカークリニックが行われ、プ
ロの指導を受けた子どもたちが、緑

色の芝生
の上を気
持ちよさそ
うに走り
回っていま
した。

■美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　無料
休館日　3月17日～31日、4月7日・14日
3月22日、23日は衛生防除のため、住民票などの
発行業務はできません

■都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日

■高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日

■人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
・定期公演　3月16日　14：00 ～
　　　　※定期公演は別料金
休館日　毎週月曜日

■たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金･土曜日と3月27日～4月4日の19：00～22：00
　　　　　土･日曜日の9：30～17：00
※開館時間以外の入館はご連絡ください

入館料　中学生以上300 円　小学生 100 円
・土星をじっくり楽しむ会
　（金・土曜日、3月27日～ 4月4日）

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）
 ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00

入館料　無料
休館日　毎週月曜日

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）
 ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人 200 円　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日
・商家のひな祭り～4月6日（日）

３月１日から
放送時間が変わります
※毎回10分間放送
①7：40～ ②12：30～ ③18：30～
④21：45～（月～金曜日）
　21：30～（土・日曜日）
⑤23：50～

～読者の一言～ 
このコーナーでは、寄せられた「わたしの一
言」の中から一部を紹介します

・私の住む山田町竹脇も、もぐらウッが毎年１
月半ばに寒い中回ってきます。私の孫たちも
今まで参加してきましたが、かわいくてありが
とうという気持ちです。 （山田町・Ｎさん）

・１月号にのっていた「ドライブインシアター
ｉｎかかし村」へ行ってきました。小さな子ど
も連れでも周りを気にせず、久々に映画を楽
しめました。ぜひ来年も行きたいです。家族
連れにぴったり！ （下川東３丁目・Ｍさん）

・回顧録２００７を見ると、いろいろ思い出さ
れて楽しかったです。 （志比田町・Ｓさん）

・高齢者でも楽しくできるスポーツを広めてほ
しい。広報はいろいろな情報があり、とても
役立ちます。でも字が小さいので…

 （蓑原町・Ａさん）



出演：林家木久
扇、二代目林家

木久蔵、

　　　今いくよ
・くるよ、コメ

ディNO.１ほか
お笑いオンス
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人形の館（山之口町）
300年の伝統を体感できる館

　人形浄瑠璃や山之口の歴史をたどる資料が常
設展示されている「人形の館 ( 山之口麓文弥節
人形浄瑠璃資料館 )」。
　山之口麓文弥節人形浄瑠璃は、参勤交代の折
に郷士たちが大阪で習い覚えて持ち帰り、300
年前からこの地に伝わっている古い形式の人形
浄瑠璃です。全国でも４カ所しか残っておらず、
現在は国の重要無形民俗文化財に指定されてい
ます。
　館内には、人形浄瑠璃の歴史を紹介する展示
や舞台で使われていた人形が並び、実際に人形
操作を体験できるコーナーもあります。常設の
舞台では年４回（３・６・９・11 月の第３日曜日）
定期公演が行われており、哀愁を帯びた独特の
節回しに合わせて演じられる平家物語の世界を
楽しもうと、毎回多くの観客が訪れています。 

vol.15

施設案内
●開館時間　９：30～17：00
●休 館 日　毎週月曜日
            　　　※祝日の場合は翌日
●料　　金　大人 210 円　高校生 150 円
            　　　小中学生 100 円
            　　　※定期公演（３/16）は別料金
●問い合わせ　人形の館　TEL57-5295

M
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●日時　５月24日（土）14：00～
●会場　都城市総合文化ホール
●チケット　【全席指定】
　　　　　　前売り2,000円（当日2,500円）
　　　　　　※２月24日（日）から前売り開始
●問い合わせ　都城市総合文化ホール　TEL 23-7140

出演：都城市民の代表者、２丁拳銃

トーク「ふるさと、わが町あのひと、このひと」

第２部

出演：吉本新喜
劇メンバー、

　　　都城市民
の皆さん

ほのぼのコメ
ディ劇場
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●山之口総合支所
●山之口小学校

●コンビニ

●GS

●山之口中学校

山之口麓小学校●
269

269

宮崎自動車道

宮崎自動車道

宮崎自動車道

人形の館

やまのくちふもとぶんやぶし

にんぎょうじょうるり


